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平成３０年度実施の協働事業提案制度による協働事業について 

次のとおり評価しましたので、報告します。 

 

新宿区協働支援会議 座長  久 塚  純 一  

協働支援会議委員（協働事業評価） 
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新宿区協働事業提案制度による協働事業の評価を終えて 

 

新宿区協働支援会議では平成１８年３月に「協働事業提案制度の導入について」・「協

働事業評価制度の導入について」の２つの報告書を取りまとめ、新宿区長に提出しまし

た。協働事業提案制度は、この報告を受け、平成１８年度から導入されたものです。 

新宿区は、基本構想・総合計画でめざすまちの姿として「『新宿力』で創造する、や

すらぎとにぎわいのまち」を掲げ、５つの基本政策の一つとして、「暮らしやすさ１番

の新宿」、また、その下の個別施策の一つとして、「地域の課題を共有し、ともに考え、

地域の実情に合ったまちづくりの推進」を定めています。協働事業提案制度は、こうし

た基本政策等を達成するための具体的な取組みの一つであり、基本構想に掲げる「新宿

力」を形づくる一つの手法として「地域の力」と「多様性」を活かす仕組みとなるもの

です。 

協働事業が推進されることで、多様な主体が担い手となり地域を支える「よりよい地

域社会」が形成されると考えます。また、区民が様々な分野で参画する地域社会づくり

を進めていくためには、「ＮＰＯ等と区が実施する協働事業によって地域社会にどのよ

うな変化が表れるのか」、「区民の生活の課題がどのように解決されていくのか」を区民

に示していくことが必要です。さらに、事業の計画段階から効果測定に至るまで、それ

ぞれのステージで客観的に評価を行い、事業実施に反映し、改善に繋げていくことが大

切です。 

評価については、平成２４年度に委員の拡大や視察の導入等を行った他、平成２９年

度には評価項目と評価の着眼点を整理し、「計画」・「実施」・「結果」・「改善」の４つの

大項目の下、評価を行うこととしました。 

このような基本認識の下、事業実施３年目１事業と実施２年目１事業の２つの協働事

業を対象に、評価を実施しました。 

実施３年目の事業については、区と団体に加え、企業やＮＰＯ等も役割を担い、一丸

となって事業を推進しています。多様な主体が各々の強みを活かしながら事業が展開さ

れており、協働の効果を発揮しながら事業実施されています。 

実施２年目の事業については、歌詞に新宿区らしさを盛り込む等、工夫に富んだ成果

物が出来上がり、専門家や地域で活動する方々と共に、十分に検討を重ねながら普及啓

発ツールづくりに取り組む様子が確認できました。区民への普及啓発に向けた今後の更

なる活動に期待しています。 

今後も、区民の参画や地域との連携の下、協働のまちづくりが促進され、地域課題の

解決が図られることで、多様な人々にとって新宿区がさらに暮らしやすいまちとなるこ

とを期待します。 

本報告書は、新宿区協働事業提案制度実施要綱第１１条第２項に基づき、新宿区長に

報告いたします。 

新宿区協働支援会議 

座長 久 塚  純 一 
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１ 協働事業評価の概要 

   

新宿区では、各主管課において多様な主体と様々な協働事業が進められており、

平成２９年度の協働事業進捗調査では、２６４に及ぶ事業が様々な協働形態で行わ

れています。その中で、協働事業提案制度により平成２８年度から実施されている

「地域防災の担い手育成事業」について３年目の評価を行い、平成２９年度から実

施されている「地域の担い手「ごっくんリーダー」による「食べる力」推進プロジ

ェクト」について２年目の評価を行いました。 

 事業の評価については、平成１６年に策定した「地域との協働推進計画」が基本

目標として掲げる「多様で新たな区民ニーズへの対応」や「区民の参画意識と主体

的な区民活動の促進」、「行政の体質改善」に結びつく取組みになっているのか、ま

た、「相互理解」、「自主・自立性」、「対等の関係」等、６つの「協働の基本原則」

を十分踏まえ、事業の目標等が達成できたかといった点から評価を行いました。 

 協働の中身・質を高め、事業の目標や意図する成果を達成していくためには、協

働の当事者が、互いにプロセスや成果を確かめ、議論し合い、相互検証を行うとい

った、一つひとつの経験を積み重ねていくことが大切です。そして、「計画」・「実

施」・「結果」・「改善」といった各事業の場面における評価基準を定め、客観的にそ

の取組みの評価を行い、実施の場面で改善に繋げていくことが必要です。 

 そのため、評価にあたっては、事業実施団体と区担当課が、協働事業の実施中に

「協働事業自己点検シート」・「協働事業相互検証シート」を作成し、事業の振り返

りのために自己点検及び相互検証を行いました。 

これらの資料を基に、協働支援会議が事業実施団体と区担当課へのヒアリングを

行い、第三者評価を実施しました。 

事業の評価結果については、９頁以降に記載のとおりです。 

 

２ 評価の目的 

   

協働事業の評価は、協働の意義を明確にするとともに、それぞれの事業の意図す

る成果の達成状況を明らかにすることを目的として行います。 

 〈協働の意義〉 

① 区民生活にとって効果的な事業を実施すること                              

② 協働を進めるＮＰＯ等と区が相互理解を進め、対等な関係を築いていくこと 

③ 区民の主体的な活動を推進しコミュニティの形成につなげていくこと 

④ 前例の踏襲や組織の縦割りの弊害など、これまでの区の仕事の内容や進め方

を見直す契機とすること 

⑤ 様々な主体の自立性を高め役割分担を明確にしていくこと 

⑥ 協働事業を発展させ、住民福祉の維持向上と住民自治を推進していくこと 

⑦ 区民ニーズに基づく予算化の優先順位をつけるための判断基準の一つにすること 
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３ 評価の手法 

  

（１）評価の流れ 

事業実施団体と区担当課がそれぞれ「自己点検シート」の記入を行い、双方

の協力の下、「相互検証シート」を作成します。また、評価時点までの事業の

実施概要の提出を求めるほか、受益者からの評価はアンケート等で把握します。 

     さらに、区民に対する実施事業の事業報告会に協働支援会議委員も出席して、

事業の進捗状況等について確認を行うほか、必要に応じて事業視察も実施し

ます。 

これらを評価資料として、協働支援会議が両者にヒアリングを行い、評価を

実施します。 

 

（２）評価の項目 

２・３年目の評価については、「計画」・「実施」・「結果」・「改善」の

事業プロセスごとに評価を行うとともに、総合評価を実施します。事業プロセ

スごとの評価は、主に次の評価基準によって実施します。 

 

（３）評価の公開 

評価結果については、ホームページ等により、広く区民等に公開し、事業の

透明性を図り、更なる協働の推進に結びつけていきます。事業実施団体と区担

当課は、評価の結果により、課題が明らかになった場合には、双方の活動や事

業の実施に反映していくことが必要です。 
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協働事業の評価にあたっての主な着眼点（２年目以降用）                             

大項目 評価にあたっての主な着眼点 

計 画 

前年度の問題点や課題を翌年度の計画に反映しているか 

効果・成果の指標（効果を確認するための指標）の設定は適切か 

実 施 

年間スケジュールに沿った実施がなされたか 

（なされていない場合は、合理的な理由があるか） 

意見交換や情報共有は十分に図りながら実施されたか 

お互いの先駆性や専門性を活かした役割分担がなされたか 

協働の効果を発揮した事業実施がなされたか 

結 果 

効果・成果の指標は達成できたか 

（できていない場合は、合理的な理由があるか） 

アンケート等により受益者の意見集約はなされたか 

区民や地域社会への効果や成果が発揮できたか 

地域課題や社会的課題への効果や成果が発揮できたか 

改 善 

問題点や課題は適切に把握できているか 

受益者の意見の分析や把握はできているか 

課題に対する改善策の検討がされているか、適切な対策となっている

か 

◎評価指標 

④優れている、③適切である、②課題はあるが、ほぼ適切である 

①不十分であり改善が必要、○その他 
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４ 評価の対象 

 

(１) 評価対象団体等 

① 協働事業提案制度による事業実施団体(特定非営利活動法人、市民

活動団体・ボランティア団体などの社会貢献活動団体。) 

② 区の事業担当課 

   

(２) 評価対象事業 

       協働事業提案制度による３０年度実施の２事業 

① 平成２７年度に採択した実施３年目の１事業 

② 平成２８年度に採択した実施２年目の１事業 

   

（３） 評価対象期間 

      平成２９年４月～平成３０年６月 

（平成２９年度実施結果、平成３０年度事業計画・６月末までの実施状況）  

  

  (４) 評価の実施経過 

平成３０年 

１月～３月 

事業実施団体と区に自己点検・相互検証シート作成依頼 

事業実施団体と区がそれぞれに自己点検を実施 

事業実施団体と区が自己点検の結果をもとに意見交換し、相互検証を実施 

５月２２日 

協働事業実施事業報告会（於：新宿区役所本庁舎） 

○地域防災の担い手育成事業 

○地域の担い手「ごっくんリーダー」による「食べる力」推進プロジ

ェクト 

５月２８日 

協働事業視察会（於：榎町地域センター） 

○地域の担い手「ごっくんリーダー」による「食べる力」推進プロジ

ェクト「新宿ごっくん体操講習会」 

６月２８日 
第５回協働支援会議 

♦ヒアリング ２７年度採択１事業・２８年度採択１事業 

７月２０日 
第６回協働支援会議 

♦評価内容の調整・審議 ♦評価書作成 

８月３日 
第７回協働支援会議 

 ♦評価結果のまとめ 
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５ 協働事業評価実施事業 

 

【平成 27年度に採択、実施 3年目の事業】 

事業名 地域防災の担い手育成事業 
ﾋｱﾘﾝｸﾞ 

実施日 
平成 30年 6月 28日 

実施者 
実施団体 一般社団法人 ピースボート災害ボランティアセンター 

区担当課 危機管理担当部危機管理課 

事
業
目
的
・ 

概
要 

地域防災力の向上を図ることを目的として、楽しみながら防災について学ぶこ

とのできる防災イベントと、地域防災の担い手育成プログラムをあわせて実施す

る。 

地
域
課
題
・ 

社
会
的
課
題 

区政モニターアンケートをみると、東日本大震災発生時に一時高まった防災

意識は時間の経過とともに年々低下しており、また、地域での防災訓練等におい

ても若者世代、子育て世代及び外国人等の参加等が低い状況にある。 

首都直下地震発生の切迫性が指摘されている中、発災時に大切な生命・財産

を守るためには、幅広い年齢層及び外国人等への防災・減災意識の啓発及び

災害時に率先して災害応急活動に取り組むことができる人材を育成することが必

要となる。 

目
標
・成
果 

イベント参加者及びボランティア（地域防災・減災の担い手）の防災意識及び

知識の向上により、自助共助による地域防災力の向上へとつなげる。イベントに

関連する主に若者・現役世代のボランティア延べ 150名以上の参加を目指す。 

特に、イベント等に中心的に関わる運営ボランティア約 20名は、実践的な体験

を含めた計 10 回程度の研修を受講することで、地域の防災減災担い手としての

知識や経験を身に着けることができる。その他、「しんじゅく防災フェスタ 2018」実

行委員会参加団体等が提案する防災・減災への取組みも研修に積極的に取り

入れることで、より充実した研修プログラムを実施する。 

上記記載内容は、契約書等ヒアリング資料をもとに作成 
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【平成 28年度に採択、実施 2年目の事業】 

事業名 

「地域の担い手「ごっくんリー

ダー」による「食べる力」推進

プロジェクト」 

ﾋｱﾘﾝｸﾞ 

実施日 
平成 30年 6月 28日 

実施者 
実施団体 特定非営利活動法人 メディカルケア協会 

区担当課 健康部健康づくり課 

事
業
目
的
・ 

概
要 

区民を中心とした多様な主体が担い手「ごっくんリーダー」として、能動的・

継続的に参画することで、自分自身を含む高齢者の「食べる力の維持向

上」、「高リスク者の早期発見、適切な支援」につなげていけるよう、基盤と支

援体制を構築することを目的として、区民への普及啓発、担い手となる人材

の育成、楽しく口腔機能を向上させるツールの開発・活用を実施する。 

地
域
課
題
・ 

社
会
的
課
題 

肺炎は高齢者の死亡原因第 3位で年々増加傾向にあり、その内の 7割は

飲みこみが原因による誤嚥性肺炎といわれている。また最期まで、口から安

全に安心して食べるという楽しみは豊かに生きる力となる。そのため、当事者

が正しい知識を身につけたり、周囲の人たちが異変に気づいたり適切な予防

対策を講じられるように、一般区民に向けた効果的な普及啓発方法が課題と

なっている。 

こうした課題には、区や医療・介護サイドからの情報発信だけでは限界があ

るため、区民を中心とした多様な主体が普及啓発活動の担い手「ごっくんリー

ダー」として参画して、能動的・継続的に活動を広げていく必要がある。 

目
標
・成
果 

1 年目で開発した啓発活動ツールを有効に活用して、選定したモデル地域で区

民への普及啓発とごっくんリーダーの育成を実施し、全区展開に向けてしっかりとし

た基盤づくり、環境整備、有効性の検証を行う。区民への普及啓発事業としてはイ

ベントを実施し、ごっくんリーダーの育成は知識習得等を目的とした講習会や体操

講習会を通じて行う。また、啓発活動を推進するためのツールづくりとしてＣＤ等の

作成に取り組む。 

上記記載内容は、契約書等ヒアリング資料をもとに作成 
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６ 協働事業の評価結果 
（１）地域防災の担い手育成事業 

 

● 総合評価 

 

Ａ 協働事業として優れている 

Ｂ 協働事業として適切である 

Ｃ 一部改善の必要があるが、おおむね適切である 

Ｄ 協働事業として改善が必要である 

Ｅ 協働事業としては不十分である 

 

・総合評価コメント 

 近い将来に発生が予想されている首都直下地震等の災害への対応は重要かつ急務であ

る一方で、防災・減災意識の向上は容易ではなく、区民の防災意識の低下等が課題とな

っています。そうした中で、本事業は魅力的な企画で 3,000 人を超えるイベント来場者

を達成し、参加者からも好評を得ており、着実に成果を挙げています。 

 事業の計画については、新宿区の特性を踏まえたうえで計画が立てられており、各年

度毎にテーマを設定することで、３カ年の期間を有効に活用して、成果を挙げている点

が評価できます。効果・成果を確認するための指標についても、改善を加えながら適切

に設定されています。 

 事業の実施についても、年間スケジュールに沿って着実に実施されています。団体と

区担当課の適切な役割分担と情報共有が行われている他、企業やＮＰＯ等が実行委員会

のメンバーとして参加しており、多様な主体が各々の強みを活かしながら、効果的に事

業が実施されているものと評価します。特に、在住外国人や災害時要配慮者等を交えて

企画作りが行われており、当事者の意見を大切にしながら事業が進められているものと

評価できます。 

事業の結果については、計画時の参加者数の目標を上方修正したうえで、さらにその

目標を達成しており、「楽しく学べる防災イベント」として多くの区民の参加を得られた

ものと評価できます。アンケート結果も良好で、区民の防災意識の向上という狙い通り

の効果が生まれているものと評価します。また、本事業を通じて培われた各団体のネッ

トワークや、地域の担い手育成の方向性と課題解決の糸口を見出すことができたことは、

本事業の大きな成果です。今後は、本事業で育成したボランティアが地域で活動するた

めのフォローアップや、町会・自治会の避難所設営訓練との連携等、地域社会への広が

りという点も検討して頂きたいと考えます。 

 事業の改善については、団体と区担当課で発生した課題を分析・共有し、把握した課

題に対して柔軟かつ効果的な改善策が実施されていると、評価できます。 

 本事業がモデルとなり、他の自治体でも同様のイベントが開催されたり、本事業への

参加をきっかけとして区内の関係団体のネットワークが深まる等、波及効果が広がって

います。この事業が一過性のものでなく、事業を通して培った人と人の絆、ネットワー

Ｂ 
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クを大切にしながら更に発展し、今回の取り組みを契機に区民一人ひとりが防災への関

心を高め、地域で防災活動に取り組む人材を育成し、地域防災力の向上・発展に寄与す

ることを期待しています。 
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● 項目別評価 

 ４＝優れている ３＝適切である ２＝課題はあるがほぼ適切である 

 １＝不十分であり改善が必要 

大項目 評価にあたっての主な着眼点 個別評価 
項目別 

評価 

計 画 

前年度の問題点や課題を翌年度の計画に反

映しているか 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

３ 
効果・成果の指標（効果を確認するための指

標）の設定は適切か 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

実 施 

年間スケジュールに沿った実施がなされた

か（なされていない場合は、合理的な理由が

あるか） 

４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

３ 

意見交換や情報共有は十分に図りながら実

施されたか 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

お互いの先駆性や専門性を活かした役割分

担がなされたか 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

協働の効果を発揮した事業実施がなされた

か 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

結 果 

効果・成果の指標は達成できたか 

（できていない場合は、合理的な理由がある

か） 

４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

３ 

アンケート等により受益者の意見集約はな

されたか 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

区民や地域社会への効果や成果が発揮でき

たか 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

地域課題や社会的課題への効果や成果が発

揮できたか 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

改 善 

問題点や課題は適切に把握できているか ４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

３ 受益者の意見の分析や把握はできているか ４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

課題に対する改善策の検討がされているか、

適切な対策となっているか 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 
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・項目別評価コメント 

協働事業評価項目 

計画 

評価点 

３ 

各年度毎のテーマを設定して事業実施されており、実施２年目である昨年

度は、障害者等の要配慮者への支援のあり方や仕組みを検討し、各種防災・

減災プログラムを実施しています。３カ年の期間を有効に活用して、課題解

決に向けて様々な層を対象としたテーマを設定している点が評価できます。 

 成果目標として、イベントへの参加者数やボランティアの従事者数を設定

しており、客観的で達成度を把握できる目標を設定しているものと評価しま

す。また、事業を実施する中でイベントの参加者数を上方修正する等、柔軟

に目標を設定している点も評価できます。更に、この目標を上回る実績を挙

げており、幅広い層の区民へ防災意識が浸透しつつあると評価します。 

若い世代・家族に防災意識が浸透していないことから取り組まれた本事業

ですが、回を重ねて対象を広げ、工夫をしていくことで参加者も増加し、広

く防災意識が浸透しています。 

 また、前年度評価で課題とされた、この事業がどれほど地域防災力の向上

に寄与しているかを確認するための指標の設定についても、アンケート項目

の工夫や、回収率向上を図っており、これまでの指摘に柔軟に対応していま

す。 

 ３年目になりますので、今後の方向性についての検討も必要です。育成し

たボランティアのイベント以外の活動の場の提供や、イベントにより防災に

関心を持った人達、防災意識が高まった人達への引き続きの支援について、

今後の方向性が検討されることを期待しています。 

実施 

評価点 

 ３ 

事業の実施については、イベント事業・担い手育成事業共に、年間スケジ

ュールに沿って着実に実施することができています。 

団体と区担当課において、定期的な打合せとともに積極的に電話やメール

も活用した情報共有が行われ、十分な意見交換を行いながら、順調に事業が

実施されています。 

区担当課は事業の企画やネットワークの活用、スタッフとしてのイベント

参加等、事業の成功に向けた積極的な姿勢が見られます。団体も、ボランテ

ィアの募集や育成等、事業者の持つ強みを活かしており、適切に役割を分担

しながら事業を実施しています。さらに、各分野で専門性を持つ企業やＮＰ

Ｏ等が実行委員会のメンバーとして参加しており、多様な主体が各々の強み

を活かしながら、役割を担っている点も評価できます。 

昨年度は要配慮者支援のテーマに沿って、福祉部門の関係者や障害者、支

援団体による分科会を設置しており、活動の輪と参加団体の広がりにより、

協働の効果を発揮した事業となっています。 

今後も適切な役割分担の下、情報共有に努め、多様な主体との連携の中で、

それぞれの強みを活かした事業の実施により防災対策が区民生活に定着する

ことを期待しています。 
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結果 

評価点 

３ 

イベントの参加者数は、前年度実績を踏まえて計画時の目標を上方修正し

ていますが、更にその目標を上回る参加者数となっており、多くの区民に対

して防災意識を高めるきっかけづくりができているものと評価します。 

受益者の意見集約については、前年度評価を踏まえて、回答者への飲料の

提供により、イベントでのアンケート回収数を大幅に増やし、多くの区民ニ

ーズを事業に反映させることができたと評価します。 

アンケート結果でも９割の方が「参考になった」と回答しており、区民の

防災意識の向上が図られる等、狙い通りの効果が生まれていると評価します。

また、本事業を通じて培われた参加団体同士のネットワークは、発災時に非

常に有効なものになると考えます。 

今後は、育成したボランティアのフォローアップや、町会・防災区民組織

との連携等による地域への還元、地域社会への広がりという点も検討しなが

ら実施することが必要です。本事業をきっかけとして、防災に対する区民の

関心や意識の向上が「日常の取り組み」として定着し、区民や地域社会への

更なる波及効果に繋がることを期待しています。 

改善 

評価点 

３ 

事業実施に伴い発生した課題については、団体と区担当課で分析・共有さ

れ、適切に把握できています。土日に就労している外国人や一人で外出が困

難な方への対応の検討や、実行委員会参加団体が当日にイベントに参加でき

ない点等、イベントに参加できない方への対応や参加団体の声をくみ取る努

力がされており、把握した課題に対しても柔軟かつ効果的に改善策が検討さ

れていると、評価できます。 

定期的な意見交換に加え、イベント実施後速やかに振り返りを行い、課題

や問題点の把握を行うことで翌年度の計画に反映させている点も評価できま

す。 

実施３年目となり、協働事業としての実施期間終了後の展開も課題となり

ます。これまでの指摘事項への速やかな対応や自己財源の確保や協賛者・出

展者の獲得、区内各団体の巻き込みなど、様々な努力がみられますが、引き

続き協働事業の期間終了後の展開を見据えた課題の把握に努めて頂き、団体

と区担当課で解決策を協議し、より有効な事業展開がされていくことを期待

します。 
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（２）地域の担い手「ごっくんリーダー」による「食べる力」推進 

プロジェクト 

 

● 総合評価 

 

Ａ 協働事業として優れている 

Ｂ 協働事業として適切である 

Ｃ 一部改善の必要があるが、おおむね適切である 

Ｄ 協働事業として改善が必要である 

Ｅ 協働事業としては不十分である 

 

・総合評価コメント 

 加齢とともに衰えがちである一方、人間が生きる上で欠かすことのできない「食べる

力」の維持・向上に着目した本事業は、高齢者のＱＯＬや健康寿命の向上にも貢献する

重要な事業となっています。 

事業の計画については、普及啓発イベントの開催回数等、明確な目標をたてて事業が

実施されています。また、前年度評価で課題とされた、事業効果を確認するための指標

については、アウトカム指標を設定するなど、課題に柔軟に対応しています。 

前年度の評価時点では、計画したスケジュールの遅れがみられましたが、団体と区担

当課双方の努力によって現在は、計画どおりの内容が実施できています。普及ツールで

ある「ごっくん体操」は、新宿区らしい歌詞を盛り込む等、工夫を図りながら作成され

ており、評価できます。団体の有する専門性や人的ネットワークが発揮され、専門家や

地域で活動する方々を巻き込み、十分に検討を重ねながら普及ツールの作成に取り組ん

だ結果、体操普及・指導等の依頼が多く寄せられ、ＤＶＤの配布も順調に進んでいる等、

成果を挙げつつあると評価します。ＣＤ化も検討される等、普及啓発に向けて団体と区

担当課の積極的な姿勢がみられます。 

事業の結果については、当初設定された目標を大きく上回る成果が得られているもの

もあり、評価できます。地域の施設を利用して活動している既存のグループとの連携を

図り、「ごっくん体操」を日常の活動や地域行事に取り入れていく働き掛けをしているこ

とで、イベントの参加者数が多く、アンケート結果の満足度も高いものとなっています。 

団体と区担当課が密にコミュニケーションをとり、課題の共有や解決に向けた話し合

いが行われています。把握した課題に対しても、その都度柔軟に解決策を検討する姿勢

がみられ、評価できます。 

今後は、完成した普及ツールを活用したリーダーの育成・定着・拡大等の段階となり

ます。地域人材の発掘やノウハウの継承が重要であるため、モデル地区から全区的にど

う展開していくのかという点や、育成した「ごっくんリーダー」のフォローアップの方

策について、具体的な検討が必要です。 

本事業が一過性のものとして終わらないよう、ヒアリングでの指摘等も踏まえ、団体・

区担当課ともに一層の工夫と取り組みに期待します。 

Ｃ 

-14-



 

 

● 項目別評価 

 ４＝優れている ３＝適切である ２＝課題はあるがほぼ適切である 

 １＝不十分であり改善が必要 

大項目 評価にあたっての主な着眼点 個別評価 
項目別 

評価 

計 画 

前年度の問題点や課題を翌年度の計画に反

映しているか 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

３ 
効果・成果の指標（効果を確認するための指

標）の設定は適切か 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

実 施 

年間スケジュールに沿った実施がなされた

か（なされていない場合は、合理的な理由が

あるか） 

４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

３ 

意見交換や情報共有は十分に図りながら実

施されたか 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

お互いの先駆性や専門性を活かした役割分

担がなされたか 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

協働の効果を発揮した事業実施がなされた

か 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

結 果 

効果・成果の指標は達成できたか 

（できていない場合は、合理的な理由がある

か） 

４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

２ 

アンケート等により受益者の意見集約はな

されたか 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

区民や地域社会への効果や成果が発揮でき

たか 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

地域課題や社会的課題への効果や成果が発

揮できたか 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

改 善 

問題点や課題は適切に把握できているか ４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

２ 受益者の意見の分析や把握はできているか ４ ・ ３ ・ ２ ・１ 

課題に対する改善策の検討がされているか、

適切な対策となっているか 
４ ・ ３ ・ ２ ・１ 
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・項目別評価コメント 

協働事業評価項目 

計画 

評価点 

３ 

成果目標として、リーダーの育成数や普及啓発イベントの開催回数、ＤＶ

Ｄの制作やその作成枚数等を設定しており、明確な目標をたてて事業実施が

なされています。 

 また、前年度評価で課題とされた、事業効果を確認するための指標につい

ては、事業参加者への満足度調査やイベント実施後の追跡調査により、嚥下

機能への意識変化や口腔機能の改善状況の確認を行う等、アウトカム指標の

設定が行われており、課題に柔軟に対応しながら事業実施されています。 

本事業は地域の核となる人材「リーダー」を育成し、高リスク者の発見や

周囲の気づきにつながる知識、予防策等を普及啓発していくことを目指して

います。この点を踏まえ、今後の事業計画においては、育成の進むごっくん

リーダーの地域での活動状況や、完成したＤＶＤの活用方法等をより具体的

にした計画づくりが必要と考えます。 

実施 

評価点 

 ３ 

前年度評価時点では、計画したスケジュールに対して進捗の遅れがみられ

ましたが、進捗の見直しと、団体と区担当課双方の努力により遅れを取り戻

し、計画通りの内容が実施できています。 

意見交換や情報共有については、プロジェクト推進会議や定期的な打ち合

わせ、電話等によるコミュニケーションが図られており、対等な立場で意見

交換に努めていると考えます。お互いの得意分野や不得意分野も話し合う等、

情報の共有に努めていると評価します。 

また、事業の実施においては、適切な役割分担の下、区担当課のネットワ

ークや団体の人脈を活かし、医療機関等の関連各機関との協力を得る等、互

いの強みを活かした事業の実施がなされています。成果物であるごっくん体

操のＤＶＤの作成は、作成スケジュールに遅れが生じたものの、専門家や地

域で活動する方々等多くの人達が携わり、完成度の高いものとなっています。

多くの関係者と協働の効果を発揮しながら事業が実施されているものと評価

します。 

ＣＤ化も検討される等、事業実施におけるツールづくりが進んでいますが、

今後はそれらをどのように活用してリーダーの育成と普及啓発活動を進めて

いくのか、具体的な方策の検討が必要です。引き続き、計画に沿った進捗管

理の下、目標に対する成果を意識した、具体的なアプローチがなされること

を期待します。 
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結果 

評価点 

２ 

当初設定された指標については達成されており、イベントの参加者数等の

一部指標については、目標を大きく上回る成果が得られている点は評価でき

ます。 

作成したＤＶＤは、親しみやすい区内の地名や旧跡を歌詞に取り入れ、歌

いやすく受け入れやすいものとするなど、団体と区担当課双方の創意工夫が

みられる完成度の高い内容となっています。受益者となる高齢者に丁寧にヒ

アリングしながら歌詞や動作を作成しており、受益者の意見を大切にしなが

ら作成されています。 

イベントの満足度や口腔機能の意識調査等、幅広い設問に基づくアンケー

トや、イベント実施後の追跡調査を実施しており、丁寧な意見集約を行って

いるものと評価します。 

地域の施設を利用して活動している既存のグループとの連携を図り、「ごっ

くん体操」を日常の活動や地域行事に取り入れていく働き掛けをしているこ

とで、イベントの参加者数が多く、アンケート結果の満足度も高いものとな

っています。体操の普及や指導の依頼も多く寄せられ、ＤＶＤも配布が進ん

でおり、成果を挙げつつあると評価します。 

今後は、完成したＤＶＤの活用方法や、モデル地域以外への展開、育成し

た「ごっくんリーダー」が地域で活動し続けるためのサポートについて十分

な検討が必要です。 

改善 

評価点 

２ 

課題の共有や解決に向けた話し合いを行いながら実施されています。ごっ

くん体操の普及において、ＤＶＤの作成のみに留まらず、より効果的に事業

を実施するために、ＣＤ化を検討する等、活動の中で捉えた課題に対して、

その都度柔軟に改善策を検討する姿勢がみられます。 

今後は、モデル地域からの展開方法や、育成した「ごっくんリーダー」の

自主的な活動のサポート方法等、活動の全区的な展開を実現するための具体

的な方策の検討が必要です。普及に向けたツールは完成したので、それを活

用し、どのように広げ定着させていくのかが課題です。団体の強みを活かし

て、活動の場や対象者が拡大する等の取り組みを期待します。 

また、実施２年目ということで、事業の折り返し地点となりますので、協

働事業としての実施期間が終了した後の展開も考慮しながら、引き続き受益

者の意見の分析と、課題の解決への取り組みを期待しています。既存の高齢

者の健康づくり施策の中でどのように位置づけて進めていくのか、具体的な

検討が必要です。 
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協働事業自己点検シート（様式） Ｐ１９ 

 

協働事業相互検証シート（様式） Ｐ２１ 
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3 2 1

※どちらかをチェックしてください 氏　名：

連絡先：団体

3
お互いに対等な立場で意見交換を行い、情報共有を図れ
たか。

区担当課

Q3

2

上記項目の主な評価理由を記入してください。課題があった場合や達成できなかった場合の理由、
当初の計画を超えた成果があった場合は、その内容を記入してください。

年間スケジュールに沿った実施がなされたか。

（２）協働の効果を評価してください。

Q1 4

評　　価

2

事業名

4 1

1

Ⅰ　協働事業の実施

＊事業の取組みを４段階で評価してください。

事業の実施者

記入責任者

4

評　　価

2

項　　目

Q4

記入日 記入者

団　体

Q2 4

（１）事業の取組状況を評価してください。

区担当課

４＝目標を越えて達成できた（十分に達成できた）　３＝達成できた
２＝一部課題はあるが、概ね達成できた　１＝不十分であり、課題が残った

1

お互いの先駆性や専門性を活かした役割分担がなされた
か。

協働の効果を発揮した事業実施がなされたか。

上記項目の主な評価理由を記入してください。課題があった場合や達成できなかった場合の理由、
当初の計画を超えた成果があった場合は、その内容を記入してください。

3

項　　目

3

《協働事業自己点検シート》２年目以降用
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上記項目の主な評価理由を記入してください。課題があった場合や達成できなかった場合の理由、
当初の計画を超えた成果があった場合は、その内容を記入してください。

3

2 1

Q8 4

4

Q6

Q5

Ⅱ　協働事業の結果
 現段階においての結果（見込み）を評価してください。

3

2

3

1

Ⅲ　協働事業の効果・成果
　提案時に「期待される成果」としていた事項を評価してください。

Q7

34

区民や地域社会へ効果や成果が発揮できたか。

地域課題や社会的課題へ効果や成果が発揮できたか。

評　　価

2

項　　目

1

14

項　　目

上記項目の主な評価理由を記入してください。課題があった場合や達成できなかった場合の理由、
当初の計画を超えた成果があった場合は、その内容を記入してください。

2

効果・成果の指標（効果を確認するための指標）は達成
可能か。

アンケート等により受益者の意見集約に努めたか。

評　　価
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年 月 日

・団体名：

・記入責任者

氏　名：

連絡先：

・

・記入責任者

氏　名：

連絡先：

Ⅰ　課題や受益者の意見の把握

部署名：

区
担
当
課

事業名

事業実施にあたって、どのような問題点や課題がありましたか。

受益者からどのような意見がありましたか、要因はどのように考えていますか。

記入日

《協働事業相互検証シート》２年目以降用

記入者

団
体
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Ⅱ　課題の分析

Ⅲ　改善策の検討

●自由意見

上記Ⅰ・Ⅱを踏まえて、改善の方向性や改善策を記載してください。

上記Ⅰで課題として挙げていた事項（受益者からの意見の中で課題として捉えているものも含
む）の要因をどのように分析していますか。
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ir013805830
テキストボックス
ヒアリング時提出資料（平成30年6月28日実施）
【地域防災の担い手育成事業】



 

しんじゅく防災フェスタ 2017 実績 

 

１ 日時 平成 29 年 9 月 3 日（日）11:00～16:00  

２ 場所 都立戸山公園、新宿スポーツセンター 

３ 目的 新宿区民および区内在勤・在学者が集い、楽しく学べる防災イベントの実施 

        地域防災・減災の担い手育成 

４ 対象 新宿区、在住・在勤・在学者など一般募集 

  ※H28 年度に引き続き親子・若者・外国人、加えて障がい者等要配慮者の参加を促す。 

５ 来場者数 3,200 名以上（各プログラムの参加人数は別紙参照） 

６ 主催 しんじゅく防災フェスタ 2017 実行委員会 

７ HP・SNS 公式ホームページ：http://bosai-festa.com/ 

   公式 Facebook：https://www.facebook.com/shinjukubosaifesta2016/ 

  公式 Instagram https://www.instagram.com/shinjukubosaifesta/ 

         ※※その他、チラシ、ポスター、当日プログラムなどを作成（全体約 3 万部） 

８ 関係団体（法人格等は省略） 

実行委員会 新宿区危機管理担当部危機管理課（所管課）、ピースボート災害ボランティアセンター（事務局）、 

新宿区社会福祉協議会、新宿区立障害者福祉センター、東京都公園協会、難民支援協会、東京 YMCA、

東京土建チーム NAMAZU、東京都助産師会新宿中野杉並地区分会、日本防災推進機構、新宿 CSR

ネットワーク 

協 力 新宿区町会連合会（広報）、新宿消防署（企画・広報）、新宿区教育委員会（広報）、プラスアーツ（企 

画）、目白大学社会学部メディア表現学科（広報）、TOMDOACHI イニシアチブ（企画）、みやぎセ

ルプ協働受注センター（企画）、日本ケアフィット共育機構（企画・ボランティア）、永徳堂（企画・

ボランティア） 

協 賛   ウェスレー財団（助成金）、防災・減災日本 CSO ネットワーク（助成金）、TOMODACHI イニシア 

チブ／プルデンシャル財団（協賛）、パルシステム東京（協賛）、パルシステム連合会（協賛）、ゆめ

風基金（助成金）、伊藤園（物品）、スターバックスコーヒー（物品）、IP-Net／モバイルクリエイト

（物品）、ロッテ（物品）、ハレルヤワークス（物品） 

ブース出展 東京ガス中央支店、東京電力パワーグリッド東京総支社、NTT 東日本、新宿警察署、陸上自衛隊第 

1 普通科連隊、新宿区防災都市づくり課、日本気象協会、東京都公園協会戸山公園サービスセンタ 

ー、新宿区防災サポーター、東京都葛飾福祉工場、新宿区保健所衛生課、ローシケバブ、アンタル 

キッチン、nico.niko.cafe、Smokin’Bluemoon、伊藤園新宿支店、難民支援協会、アトピッ子地球の 

子ネットワーク、ご近所 SNS マチマチ、新宿 CSR ネットワーク、パルシステム東京、東京土建新 

宿支部／チーム NAMAZU、東京都助産師会新宿中野杉並地区分会、新宿区立障害者福祉センター、 

みやぎセルプ協働受注センター、ニッケン興業、TBS ラジオ リフレッシュキャンペーン 

 ９ メディア掲載  

8/12 インターネット番組「ふらっと Bosai」／8/23～9/2 TBS ラジオ CM／8/31 朝日新聞夕刊（東京版） 

9/1 NHK ラジオ第 1 ごごラジ／9/10 NHK 国際放送局 ラジオ日本スワヒリ語（東アフリカ諸国でも放送） 

  9/24 NHK ラジオ第 2 「視覚障害 ナビ・ラジオ」／10/8 点字毎日 

  高校生用映像教材「これから始める高校生のボランティア活動」（日本コロムビア株式会社、株式会社ゴッチ） 

資料２ 
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しんじゅく防災フェスタ 2017 来場者アンケート（抜粋） 

 

アンケート実施日：2017年 9月 3日（日） 

回答者数：483名 ※この他、子ども向けアンケートも実施 

 

１．回答者の属性                        ※（ ）内は回答者の人数 

 

 

 

① 65%

（317）
② 13%

（63）

③ 15%

（71）

④ 7%

（32）

住まい

① 新宿区内

② 区外（区内に在勤・在学）

③ 区外（区内在勤・在学以外）

④ 未回答

① 34%

（163）

② 54%

（261）

③ 12%

（59）

性別

① 男性

② 女性

③ 未回答・複数回答

資料４ 
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２．イベントを知ったきっかけと参加人数 

 

① 9%

（44）

② 4%

（25）

③ 27%

（130）

④ 25%

（119）

⑤ 9%（42）

⑥ 9%（41）

⑦ 6%（28） ⑧ 11%

（54）

年代
① 10代

② 20代

③ 30代

④ 40代

⑤ 50代

⑥ 60代

⑦ 70代以上

⑧ 未回答・10代以下

① 41%

（208）

② 12%

（63）

③ 7%

（38）

④ 4%

（21）

⑤ 6%

（24）

⑥ 9%

（46）

⑦ 5%（28）

⑧ 12%

（65）

⑨ 4%

（20）

イベントを何で知ったか

① 「しんじゅく防災フェスタ」のチラシ

② 「イザ！カエルキャラバン！」のチラシ

③ 「しんじゅく防災フェスタ」のホーム

ページ・Facebook・Twitter
④ 新宿区報「広報しんじゅく」

⑤ 本イベント関係者からの紹介

⑥ 学校・会社・所属団体からの紹介

⑦ 知人・家族からの紹介

⑧ たまたま立ち寄った

⑨ その他
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３．満足度と参加したプログラムについて 

 

① 19%

（94）

② 66%

（316）

④ 8%

（41）

⑤ 2%（9）

⑥ 5%（21）

⑥ 0%（2） イベントに誰と参加したか

① 一人で参加

② 家族と参加

③ 友人と参加

④ 同僚と参加

⑤ その他

⑥ 未回答

① 39%

（187）

② 50%

（238）

③ 3%（17）
④ 8%

（41）

防災・減災について学ぶことができたか

① 実践できそうな学びがあった

② 参考になる学びがあった

③ 特に学びはなかった

④ 未回答
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0 50 100 150 200 250 300

① イザ！カエルキャラバン！

② パフォーマンスステージ

③ 防災訓練・体験コーナー（やくどうの広場）

④ 特別車両展示・体験

⑤ ブースコーナー（芝生広場）

⑥ 障がい者体験

⑦ 災害ボランティアセンター設置訓練

⑧ 救命講習

⑨ 耐震フォーラム（アニメ上映等）

⑩ ペット防災セミナー

⑪ 視覚障がい者向けセミナー

⑫ 中国語の防災ワークショップ

⑬ 1F展示スペース

⑭ 2F写生会展示コーナー

どのプログラムに参加したか

0 50 100 150 200 250

① イザ！カエルキャラバン！

② パフォーマンスステージ

③ 防災訓練・体験コーナー（やくどうの広場）

④ 特別車両展示・体験

⑤ ブースコーナー（芝生広場）

⑥ 障がい者体験

⑦ 災害ボランティアセンター設置訓練

⑧ 救命講習

⑨ 耐震フォーラム（アニメ上映等）

⑩ ペット防災セミナー

⑪ 視覚障がい者向けセミナー

⑫ 中国語の防災ワークショップ

⑬ 1F展示スペース

⑭ 2F写生会展示コーナー

特に楽しかった・役に立ったプログラム
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４．災害への備え、災害時の共助について ※自宅の備えなど各項目の回答は省略 

 

 

 

 

 

① 48%

（88）

② 12%

（26）

③ 28%

（51）

④ 12%

（22）

日頃、災害対策を行っていない理由

① どうしていいか分からない

から

② 災害時は区等の公的機関が

助けてくれると思うから

③ めんどうだから

④ その他

0 50 100 150 200

① 高齢者・障がい者の安否確認・避難誘導

② 初期消火活動

③ 負傷者の応急手当て

④ 地域のパトロール

⑤ 救出・救護活動

⑥ 避難所運営への協力

⑦ 手話通訳・語学等の専門知識を使った活動

⑧ その他

⑨ 何もできないと思う

災害時にできると思うこと
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５．その他自由意見・感想 

＜フェスタへの感想＞ 

・子供から大人まで楽しめて、とても良いと思う。 

・楽しみながら学べる場があるのはよてもいいと思った。 

・いつもそばで見ているだけだったが参加してよかったと思う。 

・子どもが小さいので、防災については自分のいしきだけでは不十分だとおもいました。 

・実際に体験していないので、いざという時困ってしまうが、日頃家族と災害がおきた時の連絡先、避難

場所等は確かめている。やさしい日本語での講習はためになりました。とても参考になりました。 

・これからも、実戦で使える体験をもっとやって欲しいです。 

・初めて参加したが考えさせられる事もあったので良かったと思う。 

・定期的に、このような防災について考える日を作って、日頃から忘れずに防災に対しての備えをしてい

たいと思います。 

・実際の災害にあった時の大変さを実感できた。 

・子ども（幼児）がいるので自分たちのことで精一杯になりそう。 

・カエルキャラバンのおもちゃの物々交換が非常にエコで経済的な取組だと思いました。来年もぜひ実

施して欲しいです。 

・煙体験ハウスに家族で入り、家族皆で助かる方法を学ぶ機会となりました。ありがとうございました。 

・オール電化住宅なので東京電力でブレーカーをおとす話をきいたのは勉強になった。オープニングの

演奏に参加した保護者だが、ブラバンの者につられて来てくれた親子が防災フェスタに参加すると言っ

ていたのでうれしかったです。子供に演奏してよかったねと伝えます。 

・区外の者なのですが、今回新宿区のこのイベントは初参加しました。エリアごとの取組、参考にしたい

と思いました。 

・参考になりました。アニメがかわいそうでした。今後そうならないことを願います。 

・日頃からの備えが大事だと感じました。 

・マンションなので町会に所属していない集合住宅での防災訓練をぜひしてほしいです。 

・毎年楽しみにしています。 

＜フェスタや地域防災への要望など＞ 

・将来、未来の大人の子供達に主眼をおいたイベントに意義を感じるが大人と子供の中間年齢… 

・会場が広いでの、どこで何をやっているかわかりにくかったです。屋内の休けい場所がほしい。 

・賃貸住宅の人が耐震強化したい場合の方法を教えてほしい。 

・トイレに特化したセミナーがあるといい。実際に被災した人たちの話がインパクトあります。話を聞く

と（講演等）、備えをやってみようとか、〇〇の部分がわからないとか、前向きに考えられ、かつ友人た

ちとも話したりできます。 

・大変参考になる＆子ども大人がたのしめるイベントでした。「多文化」をめざす新宿区らしく、フード

ブース他を多国せき色ゆたかにしていただければ、さらに充実し、かつ「新宿」らしさがうちだせると思

います。 

・町会の参加が見受けられない。地域へのＰＲと協力不足（区の体制は）？ 

以上 
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実施のまとめ
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「30年以内に70％の確率で起こる」といわれている首都直下地震をはじめ、風水害など様々な災害に

対して、防災・減災への取り組みの必要性が高まっています。一方で、区民の防災に対する意識は、東日本

大震災後をピークに低下が続いており、地域防災に関わる人の高齢化、偏在化が課題となっています。これら

の課題と向き合うため、新宿区協働事業「地域防災の担い手育成事業」では、多くの方々に防災・減災の必要

性を普及啓発するためのイベント事業と、研修やボランティア活動を通じた地域防災・減災の担い手育成事業に

並行して取り組んで来ました。

本冊子は、「しんじゅく防災フェスタ2017」のボランティア活動を通じて、担い手育成事業に参加した人の感想や

防災・減災に対する知識と意識の変化をまとめたものです。担い手育成事業の研修ハイライトとともに、ボラン

ンィアの内訳やアンケート結果も併せてご覧いただければと思います。

はじめに

目次

1

はじめに 1
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ボランティアの内訳

参加したボランティアは350名以上

本事業では、災害時に一人ひとりができることを増やすとともに、お互いに支え合うことができる関係づくりを目的

に「地域防災・減災の担い手育成」を進めました。多様な人が集まる新宿区らしく、「しんじゅく防災フェスタ2017」当

日には354名の個性豊かなボランティアが参加し、フェスタのテーマにも掲げていた「みんなでつくる」ことを実践す

ることができました。

また、様々な人にネガティブなテーマである「災害」に向き合ってもらうため、研修やフェスタのプログラムには楽

しく参加できるイベント性と、ボランティア活動において重要な自主性を取り入れました。

募集方法 名称・役割 人数 概要

公募

運営ボランティア 20名 ボランティアリーダーとしてフェスタの運営に携わり、6
～12月には各種研修やミーティングも実施。

語学ボランティア 20名 フェスタ当日の外国人来場者に向けたコミュニケーショ
ンのサポート。研修も実施。

当日ボランティア 88名 フェスタ当日の設営・受付・誘導・救護などの運営
サポート。

専門・団体別

ブースボランティア 81名 フェスタへのブース出展団体のボランティア。

サービス介助士 7名 視覚、聴覚、肢体不自由者などの障がい当事者の
来場者サポート。

若者・ユースボランティア 50名 ステージ司会、子ども向け防災プログラムなどを担当。
事前研修も実施。

災害ボランティアセンター
設置・運営訓練

88名 フェスタで同時開催した訓練。新宿区社会福祉協議会
が企画運営。

障がい者等の要配慮者
ワーキンググループ

上記と
重複

障がい当事者と支援者の有志で情報・意見交換会や
勉強会を実施。各種研修や企画に参加。

2

【ボランティア参加団体（略称表記）】

アトピッ子地球の子ネットワーク、永徳堂、ご近所SNSマチマチ、新宿区立障害者福祉センター、新宿CSRネットワーク、
東京都助産師会中野杉並地区分会、東京土建新宿支部チームNAMAZU、東京YMCA、難民支援協会、日本ケア
フィット共育機構（サービス介助士）、パルシステム東京、早稲田POST、TOMODACHIイニシアチブ
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日付 タイトル・テーマ 場所 内容
参加
人数

1
6/18
（日）

区の防災対策
／家庭での備え

新宿
スポーツセンター

・首都直下地震における新宿区の被害想定と防災体制
を学ぶ。
【講師】新宿区危機管理課
・各家庭での災害対策を考える。（わが家の災害対応
ワークショップ）
【講師】ピースボート災害ボランティアセンター（PBV）

24名

2
7/1
（土）

災害ボランティア
入門講座

新宿
スポーツセンター

・災害ボランティアの心構えや活動内容を学ぶ。
・災害ボランティア経験者による活動報告。
・災害用伝言ダイヤルの利用体験。
【講師】PBV

19名

3

7/23
（日）

サービス介助
基礎検定

区立障害者福祉
センター

・高齢者、障がい者とのコミュニケーションの基礎を学ぶ。
・車いす操作、視覚障がいの体験。
【講師】日本ケアフィット共育機構

17名

4
防災・多文化
まち歩き
※p5参照

屋外

・戸塚・大久保地区のまち歩き。
・防災・減災、障がい者施設や町の特徴である多文化
要素を発見。
【講師】共住懇、PBV

27名

5

8/6
（日）

普通救命講習

新宿
スポーツセンター

・心肺蘇生やＡＥＤ、異物除去、止血法などを学ぶ。
【講師】新宿消防署

14名

6
プレイベント

ボランティア体験
※p6参照

・障がい者等の要配慮者とつくる地域の防災・減災など
をテーマにしたプレイベント（避難所運営ゲーム要配慮
者版）を実施。
・一連のイベント運営ノウハウを身に付ける。
【講師】要配慮者ワーキンググループ

61名

7
8/20
（日）

拡大実行委員会
大久保

スポーツプラザ
・拡大実行委員会に参加、全体の顔合わせ。
・当日ボランティアのチーム割り振り、活動内容の確認。

51名

8
9/3
（日）

ボランティア
リーダー実践
／プログラム

受講

新宿
スポーツセンター
／戸山公園

・「しんじゅく防災フェスタ2017」の、各種プログラムを
通じて防災・減災知識を習得。
・ボランティアリーダーとして、チームをまとめるコミュニ
ケーション等の実践研修。（運営ボランティア）

354名
※p2
参照

9
9/24
（日）

フィードバック
新宿NPO

協働推進センター
・事前研修、フェスタの振り返りと、来年度のボランティ
ア活動のためのマニュアル作り。

13名

10

10/28
（土）

避難所防災訓練

区立
落合第二中学校

・区内の避難所防災訓練への参加・見学。
【講師】新宿区危機管理課

6名

11/11
（土）

区立新宿中学校
／天神小学校

6名

11
12/10
（日）

アクションプラン
発表

新宿NPO
協働推進センター

・全10回の研修・実践体験を振り返り、個人のアクション
プランの作成。新宿の防災・減災の取り組みへの提案。

4名

のべ合計 596名

■担い手育成研修一覧 （主な対象：ボランティアリーダー）

3
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歩いて・見て・発見する新宿区の多様性

防災・多文化まち歩き

がけ崩れや火災の恐れがある区域を確認。

講師は、地域の国際化・多文化共生に取り組む共住懇
の山本重幸さんと、PBVの合田茂広が担当。

7月23日、防災・減災の設備や、多くの外国人住民が居住する新宿区の多様性を歩いて発見する「防災・多文化
まち歩き」の研修を実施しました。研修で歩いて回ったのは、大久保地区と戸塚地区の2つのエリア。災害リスクの
ある場所や防災・減災、福祉施設、様々な国の文化と言語が混在しているエリアなどを訪れました。
まち歩きを終えた後には振り返りを実施し、歩いて回ることで見えてきた町の特徴や課題などを話し合いました。
障がい者や外国人など、多様な人たちが暮らす新宿区ならではの災害対応を考えていくきっかけとなりました。

研修ハイライト

振り返りでは、座学だけでは得られない、実地研修ならで
はの気付きを共有。

4

都心に潜む災害のリスクに驚きの声を上げる参加者も。
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当事者と共に考える災害時の課題と対応

避難所運営ゲーム（HUG）要配慮者版

●「避難所運営ゲーム（HUG）」とは

避難所運営について考えるため、静岡県が開発

した教材。避難者の属性や事情が書かれたカードを、

体育館に見立てた平面図に配置しながら、避難者

への配慮や実際に起こり得るハプニングへの対応

が疑似体験できる。

8月6日、災害時の避難所運営を模擬体験するカードゲーム「避難所運営ゲーム（HUG）」の要配慮者版を

実施しました。

「しんじゅく防災フェスタ2017」は障がい者等の要配慮者をテーマのひとつとして、障がい当事者を含む

関係者が集まるワーキンググループで意見交換を重ね、様々なプログラムを準備してきました。

参加者は、要配慮者ワーキンググループのメンバーに加え、区、NPO、社会福祉法人、研究者、メディア、

ボランティアなど、合わせて60名以上。避難所における要配慮者への対応について一緒に考えました。

参加した当事者は視覚障がい、聴覚障がい、肢体不自由、構音障がい、知的障がい者の親の会など。
それぞれの視点から、様々なアイディアが出た。

「障がい者にもも出来ることがある」との発言も。

発災時にいかに障がい者の力を活かすかを重要
な課題として話し合った。

研修ハイライト

5
-37-



東日本大震災の被災地の若者を中心に日米の次世代のリーダー育成を目的としたトレーニングを実施する
「TOMODACHIイニシアチブ」のプログラム卒業生（アラムナイ）から、11名が「しんじゅく防災フェスタ2017」に
２日間のトレーニングの一環で参加しました。
これまでのトレーニングで学んだ知識を、防災ボランティアという形でアウトプットすることが今回の目的。参加者は
前日の合宿で学んだ首都直下地震における被害想定を踏まえ、自らの災害への備えについて考えるととも
に、フェスタ当日には「イザ！カエルキャラバン！」のボランティアの一部を担当することで、来場した子どもたちへの
防災知識の普及活動を行いました。防災・減災の取り組みを地域で実践する貴重な体験になりました。

●「TOMODACHIイニシアチブ」とは

東日本大震災の復興支援をきっかけに、日米の若者の教育、文化交流、リーダーシップ育成のためのプログ

ラムを実施している。プログラムの卒業生（アラムナイ）には様々なフォローアップ研修が実施されている。

6

「イザ！カエルキャラバン！」のボランティア。 フェスタでは活動紹介のブースも出展。

英語で実施された救命講習にも参加。 フェスタの設営・撤収もサポート。

災害復興リーダーシップ・トレーニング

TOMODACHIアラムナイ

研修ハイライト
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■受講者の声

１．首都直下地震が想定されるなかで、体力を必要とするボランティア活動は難しいですが、運営ボランティア等の
事務局的な活動に関しては現役時代のノウハウも活かせると考えたため参加しました。

２．災害は、常に想定外に起きる事態だと改めて認識しました。また、災害時においては「主役はボランティアで
はなく被災者である」と言う事を肝に銘ずるべきだとつくづく感じました（ボランティア活動で訪れた南阿蘇村で被災

された方々からお話を伺いました）。

３．現在自分が関わっているコミュニティで、防災・減災の講習会などを積極的に行いたい。また、新宿区内の団体
での事務局的なお手伝いが出来ればと考えています。

【ボランティアリーダーへの質問】

１．運営ボランティアの活動に参加しようと思った理由は？

２．これまでの研修・活動で身についたことや感想。

３．防災・減災に関わる活動など、今後取り組んでみたいこと。

１．関心のあった防災・減災についての知識を学べること、自身の課題であるコミュニケーション力を鍛えられること、
そして社会貢献をしたいという思いから、参加を決めました。

２．最も変わったことは、防災への意識です。常日頃から、災害が起きたときの対応を考えるようになりました。
また、様々な立場の方とのコミュニケーションについて学べたことも大変貴重な経験になりました。特に、車いす操作

や視覚障がい者体験ではどのような困りごとがあるか身をもって知ることができました。これらの研修で得た知識と

経験を日常生活で役立てたいと考えます。

３．まずは、被災地での活動に参加したいと思います。

運営ボランティア（ボランティアリーダー）

コミュニティで防災・減災の講習会を行いたい。

60代／無職

植田良治（ウエダリョウジ）さん

知識と経験を日常生活でも役立てたい。

30代／会社員

菅生友紀（スガオイユキ）さん

7
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１．今までに学校の行事でボランティア活動に参加したことはあったけど、個人的に参加したことはなかったので、
時間に余裕のある今だからこそ長期のボランティア活動を経験しておきたいと思いました。

また近年、30年以内における首都直下地震の発生確率が非常に高いとメディアなどで取り上げられているのを

見て、防災知識を習得しておきたいと思いました。充実した研修が費用の負担なく受講できるのも魅力の一つでした。

２．ハザードマップや避難経路地図の見方を知ることができました。また、災害発生時に避難が必要になったとき、
障がい者の人たちがどのようなことに困るのか、健常者が障がい者のためになにができるのかを具体的に知ること

ができました。普通救命講習を通して心肺蘇生法や、AEDの操作など緊急時に役立つスキルも身に付きました。

首都直下地震が発生した時の被害想定についても学ぶことが出来ました。

３．しばらくは防災に関する活動に参加できる時間はあまり取れないと思うので、個人的に震災時に対応できる
ように、非常食や水などを入れた避難用のリュックを用意したいです。また、震災時には部屋の中にガラス片が飛び

散っている可能性があることが分かったので、室内用の靴も用意しておきたいと思います。

個人の災害への準備もしっかりと！

１．職場内の防災業務を担当しており、職員の防災意識を高めることの難しさを日々痛感していました。運営ボラン
ティアでは防災の知識を身につけるだけではなく災害時における要配慮者対応といった普段なかなか取り組むこと

の無いテーマについても考えることが出来るとあり、活動を通してより災害を身近に感じ、自分自身の防災意識を

高めた上で少しでも実生活や職場に還元できればと思い、参加させていただきました。

２．避難所運営ゲームについて、避難所運営そのものや避難所における要配慮者について考えることが全く初めて
だったこともあったためか、限られた時間の中で「自分は何ができるのか」「誰に何を頼むことが出来るのか」など

即座に判断していかなければならない状況はゲームとは思えないほどとても緊張感を感じることができました。その

後のディスカッションにおいて、「障がい者であっても出来ることがある。頼めることはどんどん頼んでほしい」と

いった旨の発言があったことがとても印象に残っています。災害時という緊急事態であるからこそ、頼む／頼まれる

といった信頼関係を築いていくことがとても重要だと感じました。

３．防災については当事者意識を持つことが一番重要だと思います。職場でも災害を自分事として考えてもらえる
ようなイベントを行えないかと考えています。例えば自分たちの職場で災害が起こった際、帰宅困難となった場合は、

職場が一時的に避難所のようになることも考えられます。そういった状況を想定した研修などを職場で提案しても

良いかもしれないと考えています。災害をもっと身近に考えてもらえるようなことを企画していきたいです。

職場での帰宅困難者対策にも生かしたい。

運営ボランティア（ボランティアリーダー）

永井文子（ナガイアヤコ）さん

20代／会社員

武居勇登（タケイユウト）さん

20代／学生

8
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大学や地域での活動の幅を広げたい。

１．運営ボランティアをやってみないかとお声をかけていただいたのもあるのですが、大学の所属しているボラン
ティア団体で年間テーマが防災・減災について学んでいこうというものを設けており、大学外でも防災・減災に

ついての知識や技術を習得していければと思い、参加しました。また、今年のしんじゅく防災フェスタのテーマが障

がい者等の要配慮者ということで、大学で福祉を学んでいる身として関心を持ちました。

２．運営ボランティアになってから初めて障がい者の方と交流する機会でもあった、HUGを行ったことが印象に
残っています。避難所に来る人は様々な障がいを持っている方、多国籍の方等、沢山のケースを体験しましたが、

１つのケースに対処する時間が長くなってしまい、運営がなかなか進みませんでした。運営をするにあたり、正確

且つ迅速な判断能力が求められることを学びました。そして、障がい者の方も含めて話し合いしたつもりでしたが、

振り返りの際にもっと話したかったと聞き、配慮が足りなかったと反省しました。

また、他の人が気づかなかった当事者ならではの目線で意見を言って頂き、多面的な視点を持つことの大切さに

気づくことができました。

３．運営ボランティアでの経験を活かして、大学内での活動の幅を広げたり、地域の防災に関連するボランティアへ
積極的に参加していきたいと思います。10月の研修で避難所防災訓練に参加しましたが、自分の住んでいる地域

ではいつ行われているのか知らなかったので調べることから始めたいと考えています。実際に参加して、自分の

地域の学校には同じような準備がなされているのか気になりました。

また、大学のボランティア団体で防災カフェまつりという子どもも楽しく学ぶことのできるイベントに参加することに

なったので、運営ボランティアで得た知識を踏まえて、日々災害に備えることの大切さを沢山の人に伝えていければ

良いと思っています。

１．ピースボート災害ボランティアセンターの「災害ボランティア入門」、「災害ボランティアリーダートレーニング」で
学んだことがありましたが、さらに踏み込んだ内容を継続的に学びたかったからです。また、様々な研修内容があり、

多様な内容が学べることを期待したためです。

２．「防災・多文化まち歩き」は色々な発見・気づきがあって非常にためになりました。また来年、別のコースで受け
てみたいと思いました。特に「点字図書館」、「ベルサール高田馬場」（東日本大震災時の自主避難先、帰宅困難者

の避難先）が印象に残りました。

11月の避難所防災訓練への参加では、普段触れる機会のないスタンドパイプの使用を体験できて良かったです。

また運営ボランティアメンバーにも個性的な方々が多く、交流し共に学ぶことはとても刺激的でした。

３．居住地域の町会の防災訓練参加、スタンドパイプ使用経験をもっと積みたいと思います。
しんじゅく防災フェスタ以外にも、防災・減災関係のイベントがあったら積極的に参加してみたいです。

運営ボランティア（ボランティアリーダー）

筒井佑夏（ツツイユウカ）さん

20代／学生

個性的なメンバーとの学びが刺激的だった。

西岡潤二（ニシオカジュンジ）さん

40代／会社員
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被災地でのボランティア活動にも参加してみたい。

１．防災のことを学びたいと思ったからです。東日本大震災をはじめ、大地震がいつ起こるか分からない日本に
住んでいる限り、地震の被害は免れません。その被害に対処していくための知識を習得したいと思い参加しました。

２．まず災害に関する知識が身につきました。地震が起こるとどんな被害が予想されるのか、どんな問題が起こる
のか、避難のときにはどんな問題が起こるのかなどの災害で発生する問題について知りました。
そして、その対策の知識として防災についても学びました。地震の起こる前の対策、起こった後の対処方法、
避難所での生活や運営の仕方、さらには災害時の障がいのある人の対応方法など様々な防災の知識が身につき
ました。これまでの研修で学んできた知識は、今後自分の身を守る、また大切な人や周りの人を助ける上でもとても
重要なものだと思います。これらの知識を様々な活動で多角的に習得できたことは、とても良い経験となったと
思います。

３．今後はこの活動で身についた知識を活かして、まず身の回りの防災に取り組みたいと考えています。研修
以前は知識に乏しかったため、身の回りの防災対策が不十分でした。先ずは一番やりやすく重要な自分の身の

回りの対策から始めていきたいです。

また、今後は被災地での災害ボランティアなどにも参加してみたいとも考えています。まだ自分は実際の被災地

を見たことが無く、被災地のボランティアにも参加したことはありません。今回の研修、活動で被災地での

ボランティアにおいての知識なども学ぶことができたので、今後はこの知識を生かして被災地でのボランティア

活動も経験していきたいです。

街なかの防災設備や機器にも関心を持つように。

１．業務上、必要な知識であると同時に生活するうえで欠かせないものとなってきているためです。またその知識、
体験をイベントの運営側として関わることが出来る貴重な機会であったため参加しました。

２．街なかでの防災に関する設備や機器など普段目にしていながら意識していなかったことに関心を持つことが
出来ました。また障がいのある方への配慮は実際に活かしていきたいと思います。

３．地域での防災関連のイベントがあれば積極的に参加し、今回得た知識、体験を自分のものとしていきたいです。

運営ボランティア（ボランティアリーダー）

藤森大輔（フジモリダイスケ）さん

20代／学生

米田真三（ヨネダシンゾウ）さん

50代／会社員
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交流することが、無知の不安と誤解を防ぐ。

１．自分の持っている防災知識を活かそうと思い、これまでも防災イベントでのボランティア活動を行ってきました。
更に防災の視野を広げたく、違う立場から防災に関わっている方との交流を図るため、運営ボランティアに参加
しました。

２．運営ボランティアの研修では、地域リスクの認識から始め、自助と共助のステップを踏んで学びました。異なる
背景を持つメンバーとの交流で、子どもや高齢者、従業者や雇用者、被災者やボランティアなど、様々な立場から

防災を考えられるようになりました。

また、障がい者や外国人などと直接話すことにより、当事者の希望が他人の配慮とずれていることに気づき、

積極的に交流することこそが、無知の不安と誤解を防ぐと思いました。

３．日常生活で防災に関することを口にして、周りの方が防災について考える刺激を与えていこうと思います。
また、研修で学んだ高齢者や障がい者の感じるリスクや不便を常に念頭に置き、周りに困っている人がいないか

とアンテナを張って助けられるようにしていきます。

運営ボランティア（ボランティアリーダー）

林玟辛（リンビンシン）さん

20代／大学院生
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語学ボランティアで、「やさしい日本語」を担当。

【語学ボランティアへの質問】

１．語学ボランティアの活動に参加しようと思った理由は？

２．しんじゅく防災フェスタでの語学ボランティアの活動を通して、身についたことや感想。

３．防災・減災に関わる活動や多文化共生など、今後取り組んでみたいこと。

１．主な理由は２つです。まず、両親が福島県出身で、今も親戚が福島在住です。東日本大震災によって、防災に
対する意識がとても強くなりました。２つ目は、現在、日本語講師をしているのですが、教科書の中でも防災がとり

あげられています。授業中に使用している「やさしい日本語」を語学ボランティアとして活かせれば、と思いました。

２．印象に残っているのは、日本語表記です。研修で、被災地でボランティアをするというゲームをしました。伝言や
告知等を張り紙に書くのですが、「給水」「食事」など日本人向けの表記がほとんどで、外国人には伝わらないと思い
知りました。語学ボランティアとは「話す」だけでなく「書く」も必要なのだと痛感しました。「やさしい日本語」は非常
事態では使用されにくい現実があることも含め授業で活かしております。

３．日本人を啓蒙したいです。外国人だからといって、みんなが英語ができるわけではありません。日本語が話せる
外国人でも、ひらがなは大丈夫、カタカナはダメという人もいます。また、例えばイスラム教徒の場合、豚肉が原材料

となっている食べ物全てが食べられません。そのような小さなことを事前学習することも多文化共生における「防災」

の一つだと思うようになりました。

鈴木勝恵（スズキカツエ）さん

対象言語：やさしい日本語、英語

１．私の語学力を活かして当事業に貢献できそうだと考えたことに加え、いわゆる多文化共生政策と防災政策に
強い関心があったからです。修士論文のテーマも双方の政策に関するものでした。新宿区地域防災計画には、防
災訓練に参加する外国人への支援を推進するという旨の記述があったので、当事業が民間との協働のもとでどの
ように行われているのかを見てみたく、かつその実施に貢献してみたいと思いました。

２．研修の一環として、防災の観点から大久保地区を歩いたことが印象的でした。住宅密集地や道が細い
レストラン街など、火事の危険性があったり避難が困難な場所や、韓国・朝鮮のみならず、ネパールやベトナム、
西アジア地域などの「多文化」が存在していると思われる場所があり、地域の特性が色濃く出ていると実感しました。
実際に現地を観察する意義を感じるとともに、様々な人が暮らす地域において、それに合わせた防災施策が求め
られると感じました。

３．行政などが行う防災訓練や教室に、参加者やボランティアなどの様々な立場で関わっていきたいと思います。
これには、外国人への防災知識の普及・啓発のみならず、地域に外国人が住んでいるということや彼らの考えなど
を日本人に知ってもらう意義があると思います。参加する外国人(住民)の増加に寄与できるような取り組みを行った
り手伝うことで、防災知識・意識の向上と日本人と外国人との国際交流・相互理解の促進をしたいです。

語学ボランティア

多文化共生と防災をテーマに修士論文を書きました。

林義燦（ハヤシヨシアキ）さん

対象言語：韓国語、英語
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障がい当事者（ワーキンググループ参加者）

１．普段は地域社会貢献として、区内小学校へ「障がい理解の訪問授業」を行っています。今回の「しんじゅく防災

フェスタ2017」では、「要配慮者」というテーマが盛り込まれているため、障がい者当事者として協力して欲しいとの

要望を受け参加いたしました。

２．避難所運営ゲーム（HUG）では、障がい者と健常者との間にある認識と理解のずれを発見できました。同時に、
さまざまな要配慮者がいて、どんな配慮を求め、必要とされているのか、ということも理解することができました。ま
た視覚障がい者が避難所運営に入ることの難しさも痛感しました。いざ！というときほど、要配慮者に対する認識
や理解を持っていただくことが重要であり、これには日常生活での相互的なコミュニケーションが必要だと気づきま
した。

３．障がい者の社会進出のひとつに「地域防災への参加」は欠かせないものとして、今後も積極的に関わって
いきたいです。要配慮者WGでは、日本語のできない外国人や、妊産婦さんを介助・援助する人たちについても
学んでいけたらと思っています。

障がい者の社会進出のひとつのきっかけが「地域防災」。

全盲、白杖ユーザー

木暮雅寿（コグレマサトシ）さん

株式会社アクトコール 人事労務ユニット

【要配慮者ワーキンググループ（WG）参加者への質問】

１．WGへ参加した経緯／きっかけは？

２．WGや運営ボランティア研修に参加しての感想／良かったことなど。

３．今後行っていきたい／期待する防災・減災に対する取り組みを教えてください。

心のバリアフリーにも繋がったかな。

車いすユーザー

坂野雅彦（サカノマサヒコ）さん

新宿トライ工房

１．今回、障害者福祉センターの館長より、「福祉避難所ワークショップの“出前“をやって
みないかと」お声を頂き、新宿トライ工房として参加しました。このワークショップは、発災時
を想定し、障害者福祉センターの利用者が一泊二日の宿泊体験をし、そこで浮き彫りになっ
た課題を福祉避難所の運営に活かしていく事が目的です。それに付随した形で当事者団体
による「障害とは何か」を体験するプログラムを地域住民向けに実施しました。

２．企画段階から視覚、聴覚、知的、発達それぞれの障がいの人達と一緒に行って感じた事としては、他の障がい
のこともある程度分かっていたつもりだったが、実際には理解できておらず、初めて気づくことが多くありました。
一方、自信に繋がったことは、フェスタ当日に多くの親子が参加をしてくれたことです。特に子ども達が笑顔で体験
してくれていたことが印象的でした。今回は「要配慮者」がテーマでしたが、「心のバリアフリーにも繋がったかな」と
思いました。

３．次回も、是非参加をしていきたいと思っています。ありがとうございました。
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１．新宿区社会福祉協議会の福祉教育で関係ある職員からの依頼です。

２．防災に関する取り組み等を知れた事が良かったです。また避難所運営ゲーム（HUG）
では避難所開設の際に参加者が要援護者は守られる側としかとらえられていないことに

驚きましたが、要援護者にも出来る事は有ると思います。

３．要援護者は不便な事や不自由事は有りますが、工夫することで出来ることもたくさんあります。今後は守られる
側としか思われていない要援護者への意識を変えて行くような取り組みを行って行きたいです。期待する防災・減

災に関する取り組みとしては住民として、何らかの地域活動への参加者が増える事を期待します。

要援護者にも出来ることは有る。

高橋秀子（タカハシヒデコ）さん

四肢機能障害（要介護４）／電動車いすユーザー

高澤節子（タカザワセツコ）さん

全盲、アイメイト（盲導犬）ユーザー

視覚障がい者に自分の経験や学んだことを伝えたい！

１．福祉教育を実施する際にお世話になっている社会福祉協議会からお誘いがありました。
東日本大震災を東京で体験してから、防災・減災について考えるようになり、興味もあったため参加を決めました。

２．地域で行なわれている防災・減災への取り組みは障がい者など、ハンディをもっている人は置いてけぼりのこと
が多いです。WGでは、障がいの種類を問わず、色々な人がいて普段関わらない障がいを持っている方とも関わる
ことができたことで、異なる障がいを持つ人同士が助け合うことができると思いました。

３．頻繁に災害が発生している中で、いつ・どこで・どうなるかは分かりません。そういう状況で重要なのは、地域内
のコミュニケーションだと思います。一人で考えていても分からないので、声を掛け合って、地域の住民との結び
つきを強めて行くことが「はじめの一歩」になると思います。地域とどうやって交わっていくか考え、「何かあっても
大丈夫」な状況を作っていきたいと思います。また、他の視覚障がい者へ今まで自分が学んだことや体験したことを
伝えていきたいと思います。

14
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１．しんじゅく防災フェスタには、1年目から参加しています。現在は群馬の大学に通っていますが、子ども向けの
防災体験プログラム「イザ！カエルキャラバン！」を運営するNPO法人プラスアーツの活動にも高校時代から
関わっています。

２．中学2年生の当時、岩手県宮古市で東日本大震災を経験しました。丘の上の中学校のすぐ下まで津波が
やってきて、水が引くまでの3日間は父と弟と私の3人で避難所の小学校の校庭で車中泊をしていました。避難所に
避難していたお爺ちゃんとお婆ちゃんが、私たちの分の食料や物資をもらって分けてくれたのを覚えています。
高校2年生になり、「TOMODACHIサマー2013 ソフトバンク・リーダーシップ・プログラム」で、米国で街づくりや
リーダーシップを学びました。そこで14歳で起業した若者に出会ったことが大きな刺激になり、自分でも何かやり
たいとNPO法人プラスアーツのインターンに応募しました。3～10歳ぐらいの子どもを対象にした津波防災紙芝居
「ちちんぷいぷい」では、一緒に声を出したり、体を動かすことで「楽しく」防災を学ぶことを大事にしています。子ども
は「楽しく」学んだことは、家に帰ってからもたくさん話します。子どもに伝えることで、大人にも伝わっていくんです。

３．「イザ！カエルキャラバン！」もそうですが、避難訓練や防災イベントといった特別な機会でなくても、普段から
大判のハンカチをバッグに入れておいたり、たまには非常食で食卓を囲んでみるなど、もっと日常生活のなかで
当たり前に存在する防災の取り組みがあるはずです。そんな「イツモ防災」を広めていきたいと思っています。

東北ユースボランティア

【東北ユースへの質問】

１．しんじゅく防災フェスタに参加しようと思った理由は？

２．これまでに行ってきた防災・減災の取り組みを教えてください。

３．今後、防災・減災について取り組んでいきたいこと。

「楽しく」防災を学ぶことが大事！

佐々木真琴（ササキマコト）さん

「イザ！カエルキャラバン！」運営ボランティア

１．2017年3月に防災・減災に関わるNPO・NGOが参加する「防災・減災日本CSOネットワーク（JCC-DRR）」の
ユースメンバーと知り合ったことがきっかけで、「しんじゅく防災フェスタ2017」を研修の場として全国の若者が
集まって学びあう「TOMODACHIアラムナイ災害復興リーダーシップ・トレーニング」があることを耳にしました。

２．東日本大震災当時は、高校1年生でした。高校が避難所になり、5日経って地元の大川地区に戻りました。

実家は津波で流されていたので、しばらく同じ町内の避難所での生活が続きました。現在も、家族と一緒に

仮設住宅で暮らしています。

防災と福祉をテーマにきちんと学びたいと思い、東北福祉大学に入学を決めました。子どもや障がい者、

高齢者という福祉で扱う内容は国境もなく世界共通のテーマで、防災にも大切だと思って学んでいます。研修

で災害医療・看護という専門的な切り口から災害対応を考える学生たちとの出会いも大きな刺激でした。また、

新宿区の防災・多文化まち歩きを体験したことで、都市部での防災にも関心を持つようになりました。

３．防災は、一軒家で家族暮らしなどの単位で語られることが多いような気がしますが、大学の友人たちは
小さなアパートで一人暮らしがほとんどです。これからは、若者がもっと身近に実践できる防災のあり方を発信
してみるつもりです。そして地元の石巻市では震災遺構や伝承・語り部の活動を通して、次の世代にも「災害
は決して他人事じゃない」ということを伝え続けていきたいと思います

若者がもっと身近に実践できる防災のあり方を！

永沼悠斗（ナガヌマユウト）さん

TOMODACHIアラムナイ災害復興リーダーシップ・トレーニング参加者
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※回答者数：66名

① 35%

② 30%

③ 15%

④ 8%

⑤ 8%

⑥ 1%
⑦ 3% 年代

① 10代

② 20代

③ 30代

④ 40代

⑤ 50代

⑥ 60代

⑦ 70代

① 45%② 55%

性別

① 男性

② 女性

① 8%

② 44%③ 45%

④ 3%

住まい

① 区内在住

② 区内在勤・在学

③ 区外在勤・在学

④ 無回答

① 17%

② 42%③ 17%

④ 21%

⑤ 3%
職業

① 高校生

② 学生（①以外）

③ 会社員

④ その他

⑤ 無回答

0 10 20 30 40

① 防災・減災にかかわる活動をしたかった

② 何かボランティア活動をしたかった

③ 地域貢献・社会貢献につながる活動をしたかった

④ イベントの運営に関わりたかった

⑤ 現在の仕事に活かすため

⑥ 学校・会社・所属団体から勧められた

⑦ その他

ボランティアに参加した理由

ボランティアアンケート
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【防災・減災や福祉、ボランティアに関わる活動で、今後取り組んでみたいことはありますか】

・自分の身の回りの防災についてもう一度見直そうと思いました。（複数）

・もっと防災・減災について詳しく知りたいと思いました。（複数）

・応急手当についてもっと深く知りたいと思いました。

・防災や減災のイベントに参加してみようと思いました。

・障がい者ともっと積極的にコミュニケーションを取りたい。

・避難所運営に関わることをもっと学びたい。

・東京都の防災について研究したい。

・災害時の健康管理についてもっと詳しく知りたいと思いました。

・子どもや障がい者も参加しやすい防災訓練を勉強したいです。

・ボランティアをまたやりたい。（複数）

・地域のボランティア活動に参加してみたいと思っています。（複数）

・被災地での災害ボランティアへ行ってみたいと思った。（複数）

・運営ボランティアとして人を上手に動かすことができなかったので、運営する力もっと学びたいと思いました。

・今、定期的に訪れている岩手の復興支援活動から学び得ていることと、今回の学びを関連させて、防災意識を高める

活動をしたい。

・人と関わる仕事がしたいと思いました。（複数）

・全く知らない人にも笑顔で話しかけられるようになりたいと思いました。

・子どもがいるので、減災や福祉について体験させたい。

・自分の大学内で防災・減災のイベントがあることを広めていきたい。

・地元のボランティア活動を立ち上げたい。

・職場の減災。職場と地域（新宿区、渋谷区）をつなげたい。

【新宿区の実施する防災・減災の取り組みについて、疑問点や課題、提案があれば教えて下さい】

・中学校での防災訓練に参加した際に、普段見ることの出来ないスタンドパイプなどの設備を見ることができ、とても
有意義なものだと感じました。若年層の参加があまり見られなかったことが気になりました。若手に訓練等に参加して
もらう働きかけが積極的に行なわれると良いと思います。

・新宿区の場合、地方出身者と外国の方が多いので、町会等の地域コミュニティが大切だと思います。
残念ながら、町会が機能しづらい現状（町会入会率の低さ・町会員の高齢化等）があるので、その点を具体的にどう
是正していくかが、急がれると思います。自分ではその点が埋めきれていないので、危機感ばかり募っています。

・高田馬場駅周辺やさかえ通りには外国籍料理店などが多いが、おそらく自治会組織はないし、とても乱雑な構成に
なっている。もし災害が起こったら大惨事になる可能性が高い。こうした地域で、発災時に訪れた新宿区民や区外の人
の命を守るための連携・防災啓発を行政側からも積極的にしていくべきだと思う。

・まだまだ都心の地震に関する知識が乏しい人が多くいると思うので、さらに防災活動について周知させる必要があると
思います。しんじゅく防災フェスタの参加人数は着実には増えてはきているが、まだまだ足りないと思います。さらに
増やしていけるように努力していくべきだと思います。

・新宿区は外国人が多い地域もあり、災害が起きたとき、日本人とは違う問題が起こる可能性が高いと思われます。
その対策がまだまだ不十分な状態だと思うので、さらに努力する必要があると思います。

・今回研修に参加させていただき、様々な取り組みがなされていることに気づきました。情報を周知していくことが一人
ひとりの防災意識を高め、災害時に生かされるのではないかと感じました。

・しんじゅく防災フェスタが、イベントだけで終わらない様、継続的な呼びかけを何らかの形でしたら良いと思います。

17

ボランティアアンケート
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終わりに

首都直下地震という大きなテーマに向き合うための新宿区協働事業「地域防災の担い手育成事業」は、2年目

が終了しました。2011年の東日本大震災を通じて私たちは、想定外の大災害では事前に決めていた法律やマ

ニュアルが十分に機能しない状況を経験しました。そのような状況下で、自ら考え、行動できるのは「ひと」です。

本事業がイベントだけでなく、人材育成も目的に掲げた理由です。

防災区民組織などの地域防災を担う人材の高齢化や偏在化といった課題を抱えるなか、「ボランティア」は特に

若者や現役世代の参加を促すために有効な手段でもあります。募集方法を工夫すれば、語学や障がい者

サポート、企業のCSR活動など本業や特技を活かすこともできます。外国人や障がい当事者の参加もありました。

本冊子での実績の人数からは除きましたが、フェスタ当日の目玉企画でもある「イザ！カエルキャラバン！」

は、来場した小学生が受付のお手伝いといったボランティアを体験する機会にもなりました。大災害に直面した

とき、「お客様」という立場はありません。一人ひとりが自分にできることを実践するための、貴重な場づくりができ

たと思っています。

計11回の防災・減災に関する研修では、自分や家族の身を守る「自助」から始まり、ボランティアや救命講習な

どの「共助」について、地域や避難所の防災訓練などの「公助」の取り組みを体系的に学ぶことができました。東

日本大震災の被災地出身の若者や障がい当事者にも参加してもらったことで、一つひとつの講義やワークショッ

プに深みが出ました。受講者からは、学んだことを地域や学校、職場などの防災・減災に活かしたいという感想と

ともに、全国のどこかで発生する被災地でのボランティアに参加したいとの声もありました。「被災地の現場」や

「当事者」を大切にする意識が根付いたことは、当初の研修目的を越えた大きな成果だったかもしれません。

残念ながら、日程が合わなかったり、体調不良で全員がすべての研修に参加できたわけではありません。研修

内容によっては、定員オーバーで一部参加を断らざるを得なかったこともありました。イベントへの外国人来場者

の呼び込み不足で、せっかくの語学ボランティアが手持ち無沙汰になってしまう場面もありました。障がい当事者

への対応で、もっと上手にできたはずと思う出来事もありました。小さな課題はたくさんありますが、まずは

チャレンジしてみたことで足りないことやこれからすべきことが見えるようになったと前向きに捉え、次年度に活か

していきたいと思っています。

「地域防災の担い手育成事業」には、参加してくれた受講者・ボランティアだけでなく、研修やフェスタ当日の

各持ち場で多くの団体・個人の皆様にご協力をいただきました。本当にありがとうございました。感謝の言葉ととも

に、結びの言葉とさせていただきます。

2018年5月吉日

「しんじゅく防災フェスタ2017」実行委員会事務局

一般社団法人ピースボート災害ボランティアセンター

合田茂広
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作成者：しんじゅく防災フェスタ2017実行委員会事務局

一般社団法人ピースボート災害ボランティアセンター（PBV）
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参
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の

課
題

解
決

★
幅

広
い

世
代

へ
の

防
災

意
識

の
普

及
啓

発

防
災
イ
ベ
ン
ト
（
し
ん
じ
ゅ
く
防
災
フ
ェ
ス
タ

2
0

1
6
）
を
通
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
・
若
年
層
・
外
国
人
等
、
日
ご
ろ
地
域
防
災
に
関
心
の
低
い
区
民
に
対
し
、
「
自

助
・
共
助
に
よ
る
防
災
対
策
の
大
切
さ
」
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
楽
し
み
な
が

ら
防
災
を
学
べ
る
機
会
を
提
供
し
、
各
家
庭
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
と
と
も
に
、

地
域
の
防
災
活
動
へ
の
参
加
に
つ
な
げ
て
い
く
。

★
地

域
防

災
の

担
い

手
育

成

地
域
防
災
（
防
災
区
民
組
織
・
避
難
所
運
営
管
理
協
議
会
）
に
お
い
て
、
現
在
、
地

域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
高
齢
化
並
び
に
参
加
者
等
の
偏
在
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
本
事
業
を
通
し
て
、
地
域
住
民
・
学
生
及
び
事
業
者
等
の
防
災
知
識
・
技
術

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
防
災
の
担
い
手
を
育
成
し
、
地
域
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
。

①
し

ん
じ

ゅ
く

防
災

フ
ェ

ス
タ

②
地

域
防

災
減

災
の

担
い

手
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

H
2
8
年

度

親
子
・
若
者
・
外
国
人
等

を
対
象
と
し
た
「
楽
し
く
学

べ
る
」
イ
ベ
ン
ト

H
2
9
年

度

障
が
い
者
等
の
要
配
慮

者
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

H
3
0
年

度

地
域
・
防
災
区
民
組
織

等
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト

ゴ
ー

ル

担
い
手
育
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用

地
域

防
災

減
災

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
充

実
・
強

化
担
い
手
育
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用

担
い
手
育
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用

目
的

事
業

内
容

事
業

概
要

三
年

計
画

新
宿
区
協
働
事
業
「
地
域
防
災
の
担
い
手
育
成
事
業
」

行
政
と

N
PO
が
お
互
い
の
強
み
を
活
か
し
て
課
題
を
解
決
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5

１
年
目
の
課
題
と
、
2
年
目
の
対
策

課
題

・
障

が
い

者
等

の
要

配
慮

者
の

参
加

・
イ

ベ
ン

ト
の

段
取

り
・時

間
の

見
直

し

・
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
の

数
が

不
足

・
イ

ベ
ン

ト
予

算
の

確
保

1
年

目
の

課
題

・
イ

ベ
ン

ト
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

・
若

い
世

代
の

運
営

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
災

害
時

の
動

き

・
成

果
の

見
え

る
化


当

事
者

も
含

め
た

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ


2
時

間
短

縮
、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

説
明

会
の

修
正


ド
リ

ン
ク

・
お

菓
子

と
引

き
換

え


地

域
の

企
業

へ
の

協
賛

の
お

願
い

イ ベ ン ト

2
年

目
の

対
策

担 い 手 育 成


イ

ベ
ン

ト
後

も
含

め
た

全
1
0
回

の
研

修
に

拡
充


学

生
、
東

北
ユ

ー
ス

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

参
加


災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

セ
ン

タ
ー

設
置

訓
練


成

果
物

・
コ

メ
ン

ト
集

の
作

成
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6

し
ん
じ
ゅ
く
防
災
フ
ェ
ス
タ

イ
ベ

ン
ト

日
時

2
0
1
6
年

9
月

4
日

（
日

）

場
所

都
立

戸
山

公
園

、
新

宿
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー

来
場

者
約

3
,0

0
0
人

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

2
0
0
名

以
上

※
小

中
学

生
が

約
半

数
、
若

者
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

、
外

国
人

も
多

く
参

加

1
年

目

日
時

2
0
1
7
年

9
月

3
日

（
日

）

場
所

都
立

戸
山

公
園

、
新

宿
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー

来
場

者
3
,2

0
0
人

以
上

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

3
5
0
名

以
上

※
1
年

目
の

対
象

者
に

加
え

、
1
0
0
人

以
上

の
障

が
い

者
も

参
加

2
年

目

新
宿

区
危

機
管

理
課

／
ピ

ー
ス

ボ
ー

ト
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

セ
ン

タ
ー

／
新

宿
区

社
会

福
祉

協
議

会
／

新
宿

区
立

障
害

者
福

祉
セ

ン
タ

ー
／

東
京

土
建

新
宿

支
部

チ
ー

ム
N
A
M

A
Z
U
／

東
京

都
公

園
協

会
／

東
京

都
助

産
師

会
新

宿
中

野
杉

並
助

産
師

会
地

区
分

会
／

東
京

Y
M

C
A
／

新
宿

C
S
R
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

／
難

民
支

援
協

会
／

日
本

防
災

推
進

機
構

日
時

2
0
1
8
年

9
月

2
日

（
日

）
場

所
都

立
戸

山
公

園
、

新
宿

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

3
年

目

実
行

委
員

会

1
年

目
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対
象
者
に
合
わ
せ
た
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

イ
ベ

ン
ト

ス
テ

ー
ジ

ブ
ー

ス

訓
練

外
国

人

復
興

支
援

耐
震

フ
ォ
ー

ラ
ム

子
ど

も

体
験

障
が

い
者
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8

来
場

者
の

声

防
災

に
つ

い
て

楽
し

く
知

る
こ

と
が

で
き

た
の

で
来

年
も

来
た

い
。

タ
ン

ザ
ニ

ア
人

ジ
ャ

ー
ナ

リ
ス

ト
と

一
緒

に
救

命
講

習
や

さ
ま

ざ
ま

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
参

加
し

ま
し

た
。

そ
の

後
、

東
ア

フ
リ

カ
や

日
本

の
ス

ワ
ヒ

リ
語

ラ
ジ

オ
で

放
送

し
、

ス
タ

ッ
フ

も
リ

ス
ナ

ー
も

大
変

勉
強

に
な

っ
た

と
言

っ
て

い
ま

し
た

。
（
N
H
K
国

際
放

送
局

／
ス

ワ
ヒ

リ
語

担
当

）

小
さ

い
子

ど
も

に
も

煙
や

地
震

、
救

命
な

ど
の

体
験

が
で

き
た

。

町
会

に
所

属
し

て
い

な
い

マ
ン

シ
ョ
ン

等
の

集
合

住
宅

で
の

防
災

訓
練

も
実

施
し

て
ほ

し
い

。

い
ざ

と
い

う
時

の
た

め
の

準
備

を
怠

ら
な

い
。

皆
で

乗
り

越
え

ら
れ

る
よ

う
に

日
ご

ろ
か

ら
準

備
を

し
て

お
こ

う
と

思
う

。

オ
ー

ル
電

化
住

宅
な

の
で

東
京

電
力

で
ブ

レ
ー

カ
ー

を
お

と
す

話
を

き
い

た
の

は
勉

強
に

な
っ

た
。

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

の
演

奏
に

参
加

し
た

保
護

者
だ

が
、

友
人

の
親

子
も

参
加

し
て

く
れ

た
。

子
ど

も
に

も
演

奏
し

て
よ

か
っ

た
ね

と
伝

え
ま

す
。
（
4
0
代

女
性

／
子

ど
も

と
参

加
し

た
母

親
）

「
楽
し
く
」
防
災
・
減
災
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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運
営

、
団

体
、

当
日

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

募
集

中
！

運
営

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

2
0
名

語
学

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

2
0
名

当
日

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

8
8
名

ブ
ー

ス
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

8
1
名

ユ
ー

ス
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

5
0
名

そ
の

他
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

9
5
名

9

対
象
別
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

担
い

手
育

成

運
営

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

2
1
名

語
学

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

2
9
名

当
日

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

1
2
5
名

ブ
ー

ス
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

3
6
名

撮
影

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

8
名

1
年

目

2
1
9

名

2
年

目

3
5
4

名

3
年

目
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10

担
い

手
育

成

障
が

い
者

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

チ
ー

ム
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ

ま
ち

歩
き

防
災

の
基

礎

救
命

講
習

・
安

全
管

理

災
害
時
を
想
定
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
向
け
研
修

避
難

所

図
上

訓
練

東
北

・
熊

本
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11

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
声

自
分

の
暮

ら
す

地
域

で
、

防
災

・
減

災
の

講
習

会
を

開
い

て
い

き
た

い
。

大
学

で
福

祉
を

学
ん

で
い

る
こ

と
も

あ
り

、
要

配
慮

者
に

つ
い

て
も

学
べ

る
運

営
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

に
興

味
を

持
っ

た
。

障
が

い
当

事
者

の
方

か
ら

の
意

見
を

聞
く

こ
と

で
、
多

角
的

な
視

点
の

大
切

さ
に

気
づ

き
ま

し
た

。
（
運

営
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

／
学

生
／

女
性

）

職
場

内
で

防
災

業
務

を
担

当
し

て
い

る
。

学
ん

だ
こ

と
を

、
職

場
で

の
帰

宅
困

難
者

対
策

に
も

生
か

し
た

い
。

身
の

ま
わ

り
の

防
災

と
と

も
に

、
被

災
地

で
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
参

加
し

て
み

た
い

と
思

う
よ

う
に

な
っ

た
。

ま
ち

歩
き

を
通

じ
て

、
韓

国
・
朝

鮮
の

み
な

ら
ず

、
ネ

パ
ー

ル
や

ベ
ト
ナ

ム
な

ど
、

新
宿

の
地

域
特

性
で

あ
る

「
多

文
化

」
を

実
感

で
き

た
。

東
日

本
大

震
災

で
被

災
し

、
い

ま
も

仮
設

住
宅

に
暮

ら
し

て
い

ま
す

。
東

北
の

ユ
ー

ス
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

参
加

し
ま

し
た

。
若

者
が

も
っ

と
身

近
に

実
践

で
き

る
防

災
の

あ
り

方
を

発
信

し
続

け
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。
（
宮

城
県

石
巻

市
在

住
／

学
生

／
男

性
）

学
ん
だ
地
域
と
経
験
を
日
常
生
活
で
も
役
立
て
た
い
！
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課
題
・
対
策
と
成
果

成
果

・
障

が
い

者
等

の
要

配
慮

者
の

参
加

・
イ

ベ
ン

ト
の

段
取

り
・時

間
の

見
直

し

・
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
の

数
が

不
足

・
イ

ベ
ン

ト
予

算
の

確
保

課
題

・対
策

・
イ

ベ
ン

ト
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

・
若

い
世

代
の

運
営

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
災

害
時

の
動

き

・
成

果
の

見
え

る
化


1
0
0
名

以
上

の
障

が
い

当
事

者
が

参
加


短

い
時

間
で

1
年

目
以

上
の

来
場

者


ア

ン
ケ

ー
ト
数

1
3
0
 →

 8
2
5
名


節

約
も

し
た

が
、

実
施

団
体

が
6
0
万

持
ち

出
し

イ ベ ン ト

成
果

担 い 手 育 成


体

系
だ

っ
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
な

っ
た


年

齢
、
国

籍
が

多
様

な
チ

ー
ム


初

の
災

害
V
C
設

置
訓

練
に

9
0
名


障

が
い

当
事

者
だ

っ
て

担
い

手
に

な
れ

る
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日
時

2
0
1
8
年

7
月

8
日

（
日

）

場
所

戸
塚

地
域

セ
ン

タ
ー

多
目

的
ホ

ー
ル

対
象

防
災

区
民

組
織

、
行

政
・
N
P
O

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

約
8
0
名

内
容

①
【
語

り
部

】
東

日
本

大
震

災
の

被
災

体
験

と
復

興

②
【
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
①

】
災

害
時

の
支

援
と

受
援

③
【
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
②

】
地

域
資

源
を

発
見

し
よ

う
！

ゲ
ス

ト
阿

部
紀

代
子

さ
ん

（
石

巻
市

在
住

／
割

烹
「
八

幡
家

」女
将

） 13

3
年
目
の
新
た
な
取
り
組
み

課
題 ★

「
地

域
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」を

テ
ー

マ
に

。
→

「
広

め
る

」イ
ベ

ン
ト
だ

け
で

な
く

、
「
深

め
る

」イ
ベ

ン
ト
と

の
2
本

立
て

イ
ベ

ン
ト

担
い

手
育

成

★
多

様
性

の
あ

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

を
。

→
障

が
い

当
事

者
も

運
営

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
参

加

地
域

の
「受

援
力

」
を

考
え

る
特

別
フ

ォ
ー

ラ
ム

「
し

ん
じ

ゅ
く

防
災

フ
ェ

ス
タ

2
0
1
8
」

開
催

決
定

！
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【活動期間】
2018 年 6 月～ 10 月

（土日を中心に月 2 回程度）
【活動内容】

▪防災・減災に関する研修、ミーティング
    への参加
▪フェスタの準備、当日の手伝い
▪フェスタ後の振り返り会等への参加

・新宿区の防災体制について
・家庭での災害への備え
・避難所運営に必要な知識
・災害ボランティアに関する基礎知識
・イベント運営のノウハウ
・障がい者等の要配慮者について　など

学校や会社、サークルなど、グループでのボランティアも募集しています。
イベント会場内の清掃や写真・動画の記録、特技や日頃の活動を活かして協力したい、なども大歓迎です！
特殊スキルはないけれど、大人数でイベント運営の力になれる！という方もぜひ、ご連絡ください。
人数や詳しい内容については直接ご相談の上で検討いたします。まずは事務局までお問合せください。

※各研修の参加費は無料です。

しんじゅく防災フェスタ2018

平成 30 年度  新宿区協働事業提案

運営ボランティア (ボランティアリーダー )説明会

積極的に地域の防災・減災に取り組みたい皆様のご参加
をお待ちしています。

「しんじゅく防災フェスタ 2018」実行委員会（事務局：ピースボート災害ボランティアセンター）

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場 3-13-1-2F-A
TEL：03-3363-7967　FAX：03-3362-6073
Email：shinjuku@bosai-festa.com
HP：http://bosai-festa.com/

【第 1 回】4 月 28 日（土） ①10:00 ～ 11:30　②13:00 ～ 14:30
【第 2 回】5 月 13 日（日） ①10:00 ～ 11:30　②13:00 ～ 14:30
【第 3 回】5 月 20 日（日） ①10:00 ～ 11:30　②13:00 ～ 14:30

詳しい募集要項
お申込みは･･･

イ
ラ
ス
ト:

伊
集
院
一
徹

2018.9.2( 日 )
開催決定！

団体ボランティア
も募集中！▶▶

【会場】ピースボートセンターとうきょう ( 東京都新宿区高田馬場 3-13-1-B1)

新
宿
防 灾

节  ｜  신 주
쿠
 방

재
 
페
스
타
 
｜
S
h
in
ju

k
u Disaster 

Pr
ev

e
n
t
io
n
 
F
e
s
t
a
 ｜

運営ボランティア

大募集!

活動期間/活動内容 研修で学べる知識・スキル

興味のある方は、まずは説明会へ！

お
問
い
合
わ
せ
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タイトル 場所 内容 講師

5/26（土） 調整中
多文化防災フェスタ

しんじゅく
大久保公園

新宿区の特徴である「多文化」を知る。
イベント運営に対するイメージを持つ。
（任意参加）

多文化共生
推進課

10:00-12:00 ミーティング① -

13:00-13:30 新宿区の防災体制
首都直下地震における新宿区の
被害想定と防災体制を学ぶ。

危機管理課

13:30-15:00 わが家の災害対応WS
大規模地震をイメージし、各家庭での
災害対策を考える。

ピースボート災
害ボランティア
センター

10:00-12:00 災害ボランティア入門
災害ボランティア活動を行なう上での
心構えや活動内容を学ぶ。

ピースボート災
害ボランティア
センター

12:00-13:30 ミーティング② -

13:30-15:00 障がい者と災害
災害時の困りごとや、障がいと
防災・減災について学ぶ。

調整中

3 7/8（日） 13:00-17:00
地域の

「受援力」を考える
特別フォーラム（仮称）

新宿区戸塚
地域センター
多目的ホール

宮城県石巻市のゲストから、
東日本大震災時の地域の取り組みを学
ぶ。

実行委員会

13:00-15:00 ボランティアリーダー研修
前半の研修を振り返り、
さらに学びたいテーマについて深める。

ピースボート災
害ボランティア
センター

15:00-17:00 ミーティング③ -

5 8/19（日） 13:00-17:00
イベント企画
運営について

新宿スポーツ
センター
小会議室

ボランティアリーダーの役割を学び、
フェスタ当日の動きを考える。

ピースボート災
害ボランティア
センター

14:00-16:00
しんじゅく防災フェスタ2018

拡大実行委員会
行政・NPO・企業など、フェスタ関係者
全体の顔合わせ。

実行委員会

16:00-18:00 ミーティング④ -

9/1（土） 調整中 前日準備 調整中 イベントの前日準備を行ないます。 実行委員会

7 9/2（日） 終日
しんじゅく防災フェスタ

2018

都立戸山公園
新宿スポーツ
センター

ボランティアリーダーとして
イベント運営に参加。

実行委員会

災害時の避難所について
過去の災害から避難所運営や環境改善の
ヒントを学ぶ。

ピースボート災
害ボランティア
センター

ミーティング⑤ -

9 9～10月 調整中 避難所防災訓練
新宿区内
小中学校
（調整中）

新宿区内の避難所防災訓練へ参加。 危機管理課

10 10/19（金） 14:00-18:00 防災まち歩き

高田馬場・大久
保地区

新宿スポーツセ
ンター　大会議室

高田馬場、大久保地区を歩き、
防災・減災、多文化について学ぶ。

共住懇
PBV

※参加費は全て無料です。
※日時・内容など予定が変更になる場合もあります。

研修の一部は、キリン福祉財団「平成30年度地域のちから応援事業」の助成金により実施しています。

しんじゅく防災フェスタ2018　運営ボランティア研修一覧

6/24（日）2
新宿区立障害者
福祉センター
会議室1

日時

6/10（日）1
新宿スポーツ
センター
小会議室

4 7/22（日）
新宿スポーツ
センター
大会議室

8 9/15（土）
新宿スポーツ
センター
小会議室

6 8/26（日）
新宿スポーツ
センター
小会議室

調整中
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2018年度実施内容 

 

１ 実施内容等について 

（１）事業推進のためのプロジェクト推進会議の開催（3 回）  

進捗管理、事業を推進するための検討会議  

［構成メンバー］摂食嚥下機能支援委員会座長、新宿区医師会、歯科医師会、町会、 

体操団体、地域活動団体等医療、介護、保健、地域、高齢者支援等に日

常的に関わっている団体・組織の方々6 名                         

 

（２）区民への普及啓発 

［回数等］啓発イベントの開催（1 回）  

［目標参加者数］区民 50 名 

［ｲﾍﾞﾝﾄ内容］講演、新宿ごっくん体操講習、相談コーナー 

［実施場所］ 公的施設集会室                   

 

（３）普及啓発活動を推進する、地域の担い手の育成 

担い手の知識、体操習得等を目的とした講習会の開催 

［対象参加者］担い手候補及び担い手への講師役候補 

［講習会内容］講演＋新宿ごっくん体操講習 

［開催回数・目標参加人数等］ 

 ①専門職対象 

  開催回数：1 回   

参加人数：医療・介護・保健専門職：30 名 

実施場所：区役所会議室  

②自主活動に新宿ごっくん体操を取り入れたい団体、組織の方 

開催回数：各地区講習会 4 か所 各 1 回 

参加人数：20 名×4 回＝80 名 

実施場所：各地区の公的施設集会室     

 

（４）モデル地域における取組支援 

［開催内容］ 

①地域の担い手の育成（担い手候補、体操を覚えてほしい方など） 

［開催回数］新宿ごっくん体操講習会（2 日間コース） 1 回 

［対象者］・榎町地区、戸塚地区の地域団体・組織代表及び構成員 

     ・榎町地区、戸塚地区で自主活動に体操を取り入れたい団体、組織の方等  

［目標参加人数］計 30 名 
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［内容］2 日制 1 日目：知識＋新宿ごっくん体操ポイントの理解 

2 日目：新宿ごっくん体操の実技と習得 

   ［実施場所］榎町地域センター 4 階多目的ホール 

 

   ②地域の担い手の自主活動支援 

［開催回数］出張講習会 8 回（体操定着支援） 

［対象者］・榎町地区、戸塚地区で自主活動に体操を取り入れた団体、組織の方 

・区民（団体からの声掛け）等 

［目標参加人数］20 名×8 団体×各 1 回  

［内容］体操講習、講話（セルフチェックなど） 

［実施場所］日ごろの活動場所 

 

（５）啓発活動を推進するためのツールの作成 

区民への普及及び、地域の担い手の育成、自主活動支援のためのツール 

［制作物］ 

・ＣＤ1000 枚 

・「ごっくんﾘｰﾀﾞｰ」手帖 500 部 

・「ごっくんﾘｰﾀﾞｰ」証 1000 枚 

・啓発用リーフレット等 500 部 

・のぼり 4 枚 

・開催お知らせリーフレット 1000 枚 

・体操解説パンフレット増刷：4P 10,000 部 

・リーフレット（歌詞＋リーダー募集）増刷：10,000 枚 

 

２ 事業効果について 

（１）事業効果・成果の指標について 

①イベント、講習会参加人数目標：350 名 

②ごっくんリーダー登録者数目標：100 名 

③その他アウトカム指標の検討 

   ・満足度（講習会、体操） 

・体操継続状況の確認 

   ・当事者による口腔機能向上の確認（最長発声持続時間） 

・ごっくんリーダーへの関心度 

 

（２）事業効果 

区民や地域への効果 

  ・摂食嚥下機能についての理解が深まり、機能を維持することの大切さを知る 
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  ・新宿ごっくん体操の効果を理解し、楽しく続けて機能を維持する 

  ・地域の担い手となる人材・リーダーを通して、継続的に取り組める場が作られる 

・周囲の気づきにつながる知識、予防策等が周知され、潜在的高リスク者が早期に発見さ 

れる。 

 

３ 平成３０年度 ４月～６月の実施状況 

１ 区民への普及啓発 

啓発イベントの開催 

［開催日時］6 月 20 日（水）14 時～15 時  

［内  容］楽しく知識や体操を身につける：講話、セルフチェック、体操、Q&A 

［実施場所］北新宿第二地域交流館  

［成  果］目標参加人数：20 名  

実績：22 名参加（内ごっくんリーダー登録者 2 名） 

       継続取り組み拠点の確保： 

1）6月から既存の自主運営教室でごっくん体操を実施(週 1､毎日の 2教室） 

2）連続講座の新設準備開始 

 

２ 普及啓発活動を推進する地域の担い手の育成 

医療・介護・保健専門職対象講習会の開催 

［開催日時］6 月 14 日（水）19 時～21 時 

［内  容］体操開発チームメンバーによる講演＋新宿ごっくん体操講習 

［実施場所］新宿区役所第二分庁舎会議室 

［成  果］目標参加人数： 30 名  

実績：専門職 68 名（内ごっくんリーダー登録者 31 名）  

        継続取り組み拠点として稼働開始、周知活動開始 

 

３ モデル地域における取組支援 

①地域の担い手の育成 

［内  容］新宿ごっくん体操講習会（2 日間コース） 

［開催日時］5 月 28 日（月）、6 月 4 日（月）13 時 30 分～15 時 

〔実施場所〕榎町地域センター 4 階多目的ホール  

  ［成  果］目標参加人数：30 名 実績：63 名（内ごっくんリーダー登録者 29 名）  

②地域の担い手の自主活動支援 

［内  容］介護予防の会一二三（戸塚地区） 

 ［開催日時］4 月 26 日(木）11 時～12 時 

［成  果］目標参加人数：20 名 実績：19 名（内ごっくんリーダー登録者 2 名） 

継続取り組み拠点として、5 月から新宿ごっくん体操を週 1 回（毎木）実施 
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楽しく歌って、動かして、食べる幸せいつまでも楽しく歌って、動かして、食べる幸せいつまでも

色とりどりの道 ～新宿ごっくん体操のうた～

新宿区協働事業提案制度実施事業「地域の担い手「ごっくんリーダー」による「食べる力」推進プロジェクト」
協働事業者：NPO法人メディカルケア協会

「色とりどりの道」
～新宿ごっくん体操のうた～

歌うと口が元気になる
新宿区のオリジナルの歌と体操を作りました

＜ 前  奏 ＞

パッパッパッパッ　パパ　パッパパー
パッ　パパパ　パーパッ　パッパパー

⒈
桜ひらひら　うつる神田川
緑きらきら　新宿御苑
あなたの（あなたの）えがおが（えがおが）
街のたからものさ
色とりどりの道

⒉
漱石山房　おとめ山公園
文化ひろがる　にぎわいの街
かつやく（かつやく） かがやく（かがやく）
街がたからものさ
色とりどりの道

変わらない きらめき（変わらない きらめき）
忘れない　ときめき
＜ 間  奏 ＞

ラーラーラーラーララー　ラーララー
　　　　　　　　　（ハッ　ハッ　ウーアー）
ラーラーラーラーララー　ラーララー
　　　　　　　　　（ハッ　ハッ　ウーアー）
パタカラ　パタカラ　パタカラ　パタカラ
パタカラ　パタカラ　パタカラ

⒊
粋な街並み　キラリ神楽坂
鉄砲隊の　大久保つつじ
なつかしい想い出　かがやき続けてる
色とりどりの道　パッパッパッパッパッパッパ
色とりどりの道　

「新宿ごっくん体操のうた」に隠された７つの秘密「新宿ごっくん体操のうた」に隠された７つの秘密「新宿ごっくん体操のうた」に隠された７つの秘密「新宿ごっくん体操のうた」に隠された７つの秘密 知らないうちに
「食べること」

「飲み込むこと」を
トレーニング
できます

１ 旋律に合わせて丁寧に歌うと、のどを使う練習に
２ ９文字の長いフレーズを歌って、痰を出す力の強化に
３ 新宿の名所・旧跡の中でも、口の動きによい歌詞が満載
４ 「パタカラ」の発音で、食べ物を送り込む力の維持・向上
５ 肩甲骨をリラックスさせて姿勢が改善
６ 胸郭のストレッチで肺活量がアップ
７ 座って行っても、呼吸筋が強化
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あなたも「ごっくんリーダー」になりませんか？
　食べる機能を維持することの大切さを知り、「新宿ごっくん体操」を普及してくださ
る方を、「ごっくんリーダー」として募集しています。「ごっくんリーダー」には、特別な
資格は必要ありません。区やメディカルケア協会が行う講習会に参加して、食べる機
能の大切さを学んでいただき、活動しているグループなどご自身のまわりに普及して
いただける方なら誰でもリーダーになれます。
　「ごっくんリーダー」に登録していただいた方には、専門家の丁寧な解説の付いた
「色とりどりの道～新宿ごっくん体操のうた～」のDVDを進呈いたします。あなたの
ご参加をお待ちしています。

食べる機能の衰えを“予防”しましょう
　食べることは、日頃あまり意識せず、当たり前のように行っていますが、年齢を
重ねていくと、手足の筋肉が衰えるのと同じように、食べる機能（摂食嚥下機能）
も徐々に衰えていきます。特に、口や喉、胸の周りの筋肉をあまり使わなくなると、
さらに食べる機能が弱くなったり、誤嚥した食べ物を吐き出しにくくなり、肺炎など
を起こしやすくなります。
　このたび、新宿区では、食べる機能の衰えを予防できるように、オリジナルの「新
宿ごっくん体操」を作成しました。このうたと体操には、食べる機能の維持に効果
のある言葉や動きがたくさん取り入れられています。
　歌うだけでも、カラダを動かすだけでもよいので、日々の生活の中で楽しみなが
ら実践していくことが大切です。
ぜひ皆さんで、このうたと体操を覚えて、いつでもどこでも行ってみてください。

新宿ごっくん体操をグループの活動に取り入れたい方、ご関心のある方など、
下記の問い合わせ先まで、お気軽にご連絡ください。

新宿区健康部健康づくり課　  TEL（5273）3494／ FAX（5273）3930
特定非営利活動法人メディカルケア協会　  ����@������������

＜お問い合わせ先＞

楽曲提供 石川晃士郎（東京音楽大学）
監修・指導 国立国際医療研究センター病院リハビリテーション科診療医長 藤谷順子
 新宿区協働事業提案制度実施事業
 　地域の担い手「ごっくんリーダー」による「食べる力」推進プロジェクト
 　体操開発チーム
協力 新宿区摂食嚥下機能支援検討会
     （座長　慶應義塾大学リハビリテーション医学教室教授　里宇明元）
企画・制作 新宿区
 特定非営利活動法人メディカルケア協会

色とりどりの道 ～新宿区ごっくん体操のうた～
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表

日
本
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
会
、
日
本
在
宅
医
療
学
会
学
術
集
会
等

東
北

☆
主
な
連
携
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド

主
な
連
携
先

新
宿
区
摂
食
嚥
下
機
能
支
援
検
討
会
、
日
本
大
学
、
東
京
音
楽
大
学
、
東
北
大
学
、

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
、
山
梨
県
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等

新
宿
区

山
梨
県
甲
府
市

甲
斐
市

横
須
賀
市

口
腔
ケ
ア

摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ

低
栄
養
予
防

食
べ
る
環
境
づ
く
り

2

Ⅰ
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
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3

特
に
、
口
や
喉
、
胸
の
ま
わ
り
の
筋
肉
を
あ
ま
り

使
わ
な
い
と
・
・
・

☆
食
べ
る
機
能
が
弱
く
な
る

☆
誤
嚥
し
た
食
べ
物
を
吐
き
だ
し
に
く
く
な
り
、

肺
炎
な
ど
起
こ
し
や
す
く
な
る

＊
肺
炎
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
第
3 位
で
、
年
々
増
加
傾
向

肺
炎
死
亡
者
の

9割
が

65
歳
以
上
、
そ
の
内
の
7割
は
飲
み
こ
み
が

原
因
に
よ
る
誤
嚥
性
肺
炎
と
い
わ
れ
て
い
る
（平
成

27
年
人
口
動
態
統
計

/ 厚
労
省
） 窒 息 ・ 誤 嚥 性 肺 炎

Ⅱ
-
1
事
業
の
背
景
と
必
要
性

咀
嚼
力
低
下

食
べ
物
が
ま
と
め
ら
れ
な
い

上
手
に
飲
み
込
め

ず
誤
嚥
し
や
す
い
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4

◇
食
べ
る
機
能
を
鍛
え
る
こ
と
に
日
常
的
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
区
民
に
普
及
啓
発
す
る
こ
と

◇
普
及
啓
発
の
担
い
手
と
な
る
地
域
人
材
・
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、
皆
で
継
続
的
に
機
能
の
維
持
向
上
に
取
り
組
め
る
場
作
り

◇
食
べ
る
機
能
維
持
向
上
、
高
リ
ス
ク
者
の
早
期
発
見
や
周
囲
の
気
づ
き
に
つ
な
が
る
知
識
、
予
防
法
等
を
普
及
啓
発
す
る
こ
と

・
「
硬
い
も
の
が
食
べ
に
く
い
」
は

32
.4
％
「
食
事
中
に
む
せ
る
」
は

17
.4
％
（
新
宿
区
調
べ
）

・
介
護
予
防
教
室
は
「
口
腔
機
能
を
向
上
さ
せ
る
教
室
」
希
望
参
加
者
が

17
.6
%
と
低
め

（
身
体
能
力
向
上
教
室

57
.1
%
、
認
知
症
予
防
教
室

38
.7
％
）
（
新
宿
区
調
べ
）

・
口
腔
機
能
の
低
下
と
、
身
体
全
体
の
機
能
の
低
下
と
関
係
を
知
ら
な
い
が

3割
、

60
歳
以
上
で
ご
っ
く
ん
チ
ェ
ッ
ク
表
に
一
つ
以
上
○
し
て
い
る
方
が

7割
（
当
法
人
調
べ
）

・
・
・
・
・

＊
食
べ
る
機
能
の
衰
え
に
よ
る
弊
害
へ
の
認
識
不
足

＊
食
べ
る
機
能
の
衰
え
に
気
づ
か
な
い
、
気
づ
い
て
も
そ
の
ま
ま

＊
意
識
せ
ず
行
え
る
行
為
な
の
で
機
能
向
上
へ
の
意
識
が
低
い

各
種
調
査
に
よ
る
新
宿
区
の
課
題

普
及
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
担
い
手
（
ご
っ
く
ん
リ
ー
ダ
ー
）
の
育
成

食
べ
る
機
能
の
維
持
向
上
を
楽
し
く
続
け
て
い
く
た
め
の
ツ
ー
ル
の
開
発

（
新
宿
ご
っ
く
ん
体
操
、
D
V
D
、
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
）

＊
食
べ
る
機
能
の
維
持
向
上

の
大
切
さ
の
周
知

＊
区
民
自
身
が
主
体
的
か
つ
継

続
的
に
食
べ
る
機
能
を
鍛
え
て
、

衰
え
予
防

＊
潜
在
的
な
高
リ
ス
ク
者
の
発
見

Ⅱ
-
2
事
業
の
目
的
と
内
容
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さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
新
宿
力
」
を
活
か
し
た
啓
発
活
動

区
民
に
対
す
る
普
及
啓
発
の
推
進
⇒
機
能
低
下
の
自
覚
・
周
囲
の
気
づ
き
力
向
上

対
象
と
な
る
方
々

要
介
護
者
と
そ
の
家
族

そ
の
他
一
般

か
か
り
つ
け
医
、
歯
科

医
、
薬
局
、
ケ
ア
マ
ネ
等

日
頃
関
わ
っ
て
い
る
保

健
・
医
療
・
介
護
機
関
や

専
門
職

高
齢
者
と
そ
の
家
族

専
門
職
へ
の
研
修

保
健
･医
療
･介
護
の
連
携

町
会
･自
治
会

ﾎﾞ
ﾗﾝ
ﾃｨ
ｱ団
体

N
PO

企
業

予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
分
野

医
療
的
ア
プ
ロ
ー
チ
分
野

ご
っ
く
ん
リ
ー
ダ
ー

ご
っ
く
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

進
行
中

地
域
の
ｷｰ
ﾊﾟ
ｰｿ
ﾝ･
世
話
役
･民
生
委
員
等

Ⅱ
-
3
「
新
宿
ご
っ
く
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
本
事
業
の
関
わ
り

新
宿
区
の
課
題
解
決
を
行
う

本
事
業
部
分

区
民

専
門
職
に
よ
る
支
援

商
店
街

①
新
宿
ご
っ
く
ん
体
操

②
D
V
D
、
体
操
解
説
ﾊﾟ
ﾝﾌ
等

地
域
行
事
､地
域
活
動
､ﾎ
ﾞﾗ
ﾝﾃ
ｨｱ
活
動
等

区
関
連
機
関
、
団
体
等

＊
食
べ
る
機
能
を
鍛
え
て

維
持
向
上

＊
潜
在
的
高
リ
ス
ク
者
の

早
期
発
見
、
適
切
な
支
援

へ
つ
な
げ
る

周 知 ・ 予 防

等
・
・
・

5
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Ⅱ
-
4
地
域
の
担
い
手
「
ご
っ
く
ん
リ
ー
ダ
ー
」
と
は
？

6

○
食
べ
る
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、
「
新
宿
ご
っ
く
ん
体
操
」
を
普
及
し
て
く
だ
さ
る
方
を

「
ご
っ
く
ん
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
募
集
し
ま
す
。

○
「
ご
っ
く
ん
リ
ー
ダ
ー
」
に
は
、
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
区
や
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
協
会
が
行
う
講
習
会
に
参
加
し
て
、
食
べ
る
機
能
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、

活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
ご
自
身
の
ま
わ
り
に
普
及
し
て
い
た
だ
け
る
方
な
ら
誰
で
も

リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
ま
す
。

○
「
ご
っ
く
ん
リ
ー
ダ
ー
」
に
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
専
門
家
の
丁
寧
な
解
説
の
付
い
た

「
色
と
り
ど
り
の
道
～
新
宿
ご
っ
く
ん
体
操
の
う
た
～
」
の
D
VD
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

＊
各
地
区
ご
と
に
講
習
会
を
実
施

→
「
食
べ
る
機
能
の
維
持
向
上
の
重
要
性
」
や

「
体
操
の
効
果
」
に
つ
い
て
の
知
識
を
学
び
、

体
操
を
習
得
で
き
る

新
宿
ご
っ
く
ん
体
操
講
習
会
に
参
加

D
V
D
進
呈

リ
ー
ダ
ー
登
録

地
域
の
行
事
や

日
常
的
な
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に

体
操
を
取
り
入
れ
て

み
ん
な
で
楽
し
く
続
け
よ
う
♪

＊
担
い
手
の
自
主
活
動
を
支
援
す
る

→
自
主
的
に
定
期
的
に
継
続
し
て
行
え
る
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平
成
31
年
度

平
成
30
年
度

平
成
29
年
度

啓
発
ツ
ー
ル
の
開
発
と
活
用

楽
し
く
続
け
て
い
く
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
ー
ル
の
開
発

普
及
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
担
い
手
（
ご
っ
く
ん
リ
ー
ダ
ー
）
の
育
成

区
民
へ
の
普
及
啓
発

啓
発
イ
ベ
ン
ト
2
回
（
参
加
者
約
2
6
0
名
）

食
べ
る
力
健
康
教
育
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
、

嚥
下
体
操
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

食
べ
る
力
の
維
持
向
上

・
「
ご
っ
く
ん
リ
ー
ダ
ー
」
増
⤴
⤴

・
「
ご
っ
く
ん
リ
ー
ダ
ー
」
の
活
躍

の
場
が
拡
大
⤴
⤴

・
新
宿
ご
っ
く
ん
体
操
、
食
べ
る
力

の
認
知
度
⤴
⤴

・
地
域
活
動
・
地
域
行
事
等
や
日
々

の
生
活
に
体
操
や
活
動
が
浸
透

☆
住
民
同
士
の
摂
食
嚥
下
機
能
支
援
活

動
を
き
っ
か
け
に
地
域
の
絆
が
深
ま
る

☆
生
涯
に
わ
た
っ
て
「
口
か
ら
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
」
ま
ち
づ
く
り
が
進
む

・
体
操
の
開
発
、
体
操
D
V
D
、
体
操
解
説
パ
ン
フ
等
の
制
作

【
後
期
高
齢
者
が
多
く
集
う
場
や
グ
ル
ー
プ
を
対
象
】

・
育
成
講
座
（
1
3
か
所
）
（
参
加
者
4
0
3
名
）

・
「
ご
っ
く
ん
リ
ー
ダ
ー
の
集
い
」
（
1
回
参
加
者
1
0
名
）

・
高
リ
ス
ク
者
2
0
名
発
見

【
モ
デ
ル
地
区
展
開
】

榎
町
地
区
、
戸
塚
地
区

・
担
い
手
育
成

・
自
主
活
動
支
援

【
全
区
に
向
け
て

地
区
拡
大
】

Ⅱ
-
5
事
業
計
画

7

ツ
ー
ル
の
開
発
と

活
用

普
及
、
担
い

手
育
成
、
自
主
活
動

支
援
の
た
め

【
専
門
職
を
対
象
】
（
参
加
者
1
2
0
名
）

【
モ
デ
ル
地
区
で
の
浸
透
】

榎
町
地
区
、
戸
塚
地
区

【
全
区
に
向
け
て

地
区
拡
大
】

【
専
門
職
リ
ー
ダ
ー
、
講
師
役
の
育
成
】 ツ
ー
ル
の

開
発
と
活
用

全
区
に
拡
げ
る

た
め
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Ⅲ
平
成
2
9
年
度
実
績

区
民
へ
の
普
及
啓
発

啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

（
実
績
:
2か
所
25
6名

目
標
:
2か
所
20
0名
）

①
日
時
:
11
/1
9(
日
)

場
所
:
西
早
稲
田
地
域
交
流
館
ま
つ
り

内
容
:
講
話
（
低
栄
養
予
防
+
食
べ
る
機
能
）
＋
体
操

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
、
生
演
奏
会
、
Q
&
A

参
加
者
:
80
名
参
加

広
報
:
案
内
チ
ラ
シ
52
か
所
配
布
50
0枚
、
区
報
掲
載

（
目
標
50
か
所
配
布
50
0枚
）

協
力
者
:
ご
っ
く
ん
リ
ー
ダ
ー
5名

（
管
理
栄
養
士
等
専
門
職
2名
含
む
）

②
日
時
:
3/
3(
土
)

場
所
:
な
る
な
る
フ
ェ
ス
タ

摂
食
嚥
下
コ
ー
ナ
ー

（
四
谷
保
健
セ
ン
タ
ー
）

内
容
:
新
宿
ご
っ
く
ん
体
操
の
実
践
・
紹
介
、
展
示

相
談
、
リ
ー
ダ
ー
・
取
組
み
団
体
勧
誘

コ
ー
ナ
ー
来
場
者
:
17
6名

協
力
者
:
ご
っ
く
ん
リ
ー
ダ
ー
5名

（
健
康
運
動
指
導
士
、
管
理
栄
養
士
等
専
門
職
4名
含
む
）

参
加
者
の
声
:

・
む
せ
て
も
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
重
要
性
が
よ
く
わ
か
っ

た
。
体
操
を
覚
え
て
口
や
の
ど
を
鍛
え
て
い
き
た
い
。

・
訓
練
だ
と
続
け
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
体
操
な
ら
楽
し
い
の
で
続

け
ら
れ
そ
う
。
覚
え
て
続
け
た
い
。

①
西
早
稲
田
地
域
交
流
館
ま
つ
り

に
て

②
な
る
な
る
フ
ェ
ス
タ
に
て

8
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9

Ⅲ
平
成
2
9
年
度
実
績

普
及
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
担
い
手
（
ご
っ
く
ん
リ
ー
ダ
ー
）
の
育
成

①
仕
組
み
づ
く
り
（
モ
デ
ル
地
域
選
定
の
た
め
の
情
報
収
集
、

地
域
関
係
者
・
区
等
と
の
調
整
、
地
域
へ
の
入
り
口
探
し
、

地
域
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
・
担
い
手
候
補
発
掘
等
）

②
担
い
手
の
募
集
（
既
存
の
地
域
団
体
や
活
動
と
の
連
携

に
よ
る
普
及
啓
発
講
座
を
通
じ
た
呼
び
掛
け
）

・
地
域
活
動
の
参
加
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

（
実
績
：
1
3
か
所
4
0
3
名
目
標
：
6
か
所
1
8
0
名
）

・
医
療
・
介
護
専
門
職
（
摂
食
嚥
下
研
修
会
1
2
0
名
）

③
学
習
会
の
開
催
：
2
/
9
「
ご
っ
く
ん
リ
ー
ダ
ー
の
集
い
」
の
開
催

（
事
業
の
趣
旨
説
明
、
交
流
、
知
識
や
技
術
習
得
等
を
目
的

と
し
た
学
習
会
）

（
実
績
：
次
年
度
実
施
す
る
モ
デ
ル
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
1
0
名

目
標
：
1
0
名
）

④
自
主
活
動
支
援
：
活
躍
の
場
づ
く
り

（
啓
発
ｲ
ﾍ
ﾞﾝ
ﾄへ
の
協
力
、
地
域
へ
の
普
及
啓
発
活
動
等
）

参
加
者
の
声
:

・
食
べ
る
機
能
が
衰
え
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
わ
か
り
や
す

く
お
話
し
頂
き
、
大
変
た
め
に
な
っ
た
。
周
り
の
方
に
伝
え
ま
す
。

・
会
食
会
で
早
速
、
体
操
を
取
り
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
う
ち
の
グ
ル
ー
プ
に
も
是
非
来
て
ほ
し
い
。

・
ご
っ
く
ん
リ
ー
ダ
ー
に
関
心
が
あ
る
。
自
分
の
た
め
に
も
な
る

し
、
人
の
役
に
立
て
れ
ば
嬉
し
い
。
で
き
る
こ
と
は
手
伝
い
ま
す
。

協
力
者
:
医
師
、
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
言
語
聴
覚
士
、
理
学
療
法
士
、
保
健
師
、

看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
、
ｹｱ
ﾏﾈ
ｼﾞ
ｬｰ
、
健
康
運
動
指
導
士
、
ご
っ
く
ん
リ
ー

ダ
ー
、
地
域
の
み
な
さ
ま
（
会
食
会
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
シ
ニ
ア
の
会
等
）
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Ⅲ
平
成
2
9
年
度
実
績

楽
し
く
続
け
て
い
く
た
め
の
啓
発
ツ
ー
ル
の
開
発
と
活
用

①
ツ
ー
ル
の
開
発
（
目
標
：
2
月
ま
で
に
完
成
：
ク
リ
ア
）

・
体
操
の
開
発
（
コ
ン
セ
プ
ト
、
楽
曲
、
振
り
付
け
）

体
操
開
発
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
9
名
：
リ
ハ
ビ
リ
医
、
歯
科
医
、

S
T
、
歯
科
衛
生
士
、
東
京
音
楽
大
学
：
会
議
4
回

・
撮
影
2
日
（
体
操
動
画
・
写
真
撮
影
、
解
説
動
画
）

・
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
2
回
（
地
域
の
方
々
、
医
療
介
護
専
門
職
）

・
D
V
D
、
解
説
動
画
、
解
説
パ
ン
フ
の
作
成

②
ツ
ー
ル
の
活
用

（
実
績
：
4
か
所
3
5
6
名
目
標
：
2
か
所
3
0
0
名
）

2
/
2
6
摂
食
嚥
下
機
能
研
修
会
、
3
/
3
な
る
な
る
フ
ェ
ス
タ
、

3
/
1
0
西
戸
山
生
涯
学
習
館
弥
生
祭
り
、
3
/
1
7
み
る
み
る
会

新
宿
ご
っ
く
ん
体
操
に
対
す
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
声
:

・
と
て
も
良
い
曲
、
一
度
聞
く
と
耳
に
残
る
。
新
宿
の
名
所
や
旧
跡
が
歌
詞
に
入
っ

て
い
て
親
し
み
が
わ
き
、
覚
え
や
す
い
。
テ
ン
ポ
も
リ
ズ
ム
も
ち
ょ
う
ど
よ
い
。

・
歌
う
だ
け
で
も
体
操
の
効
果
が
あ
る
の
が
素
晴
ら
し
い
。
ど
こ
で
も
で
き
る
し
良

い
と
思
い
ま
す
。
教
え
て
頂
い
た
よ
う
に
丁
寧
に
し
っ
か
り
歌
っ
て
鍛
え
ま
す
。

・
初
め
て
で
も
簡
単
に
つ
い
て
い
け
た
の
で
、
楽
し
く
で
き
た
。

10
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有
効
ア
ン
ケ
ー
ト
数
25
3名
、
60
歳
以
上
の
回
答
者
18
3名

（
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率
93
％
）

4
4
％

3
8

2
8

2
6

1
04

5
6
％

6
2

7
2

8
37
4

9
0

9
6

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

7
割
の
方
が
一
つ
以
上
に
チ
ェ
ッ
ク

は
い

い
い
え

6
0
歳
代

1
1
%

7
0
歳
代

2
8
%

8
0
歳
代

5
5
%

9
0
歳
代

6
%

年
齢
比

11

「
ご
っ
く
ん
チ
ェ
ッ
ク
表
」
の
項
目

＊
1年
以
内
に
肺
炎
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

＊
６
ヵ
月
間
で
２
～
３
kg
以
上
の
体
重
の
減
少
が
あ
っ
た

＊
お
茶
や
汁
物
等
で
む
せ
る
こ
と
が
あ
る

＊
の
ど
に
食
べ
物
が
残
る
感
じ
が
す
る

＊
食
べ
る
の
が
遅
く
な
っ
た

＊
半
年
前
に
比
べ
て
硬
い
も
の
が
食
べ
に
く
い

＊
口
の
渇
き
が
気
に
な
る

1
7

参
加
者
へ
の
ｱﾝ
ｹｰ
ﾄ結
果
よ
り
抜
粋

○
が
ひ
と
つ
で
も
あ
れ
ば
、
摂
食
嚥
下
障
害
を

疑
っ
て
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

Ⅲ
平
成
2
9
年
度
実
績
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
抜
粋
）
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1
0
0

7
8
.6
％

2
1
.4
％

0%
20
%

40
%

60
%

80
%

10
0%

継
続
支
援

一
回
支
援

12
参
加
者
へ
の
ｱﾝ
ｹｰ
ﾄ結
果
よ
り
抜
粋

9
9

7
2
％

1

2
8
％

0%
20
%

40
%

60
%

80
%

10
0%

講
座
後

講
座
前

知
ら
な
か
っ
た

知
っ
て
い
た

よ
く
わ
か
っ
た

n
＝
9
8
名

は
い

い
い
え

は
い

n
＝
1
0
0
名

n
＝
6
4
名
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色とりどりの道～新宿ごっくん体操のうた～ DVD 
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